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設定ガイド 


TeraStation の設定画面の各項目説明は、 P .45 以降に 
記載しています。 


※本書では TeraStation IS を TeraStation と記載しています。 



文 W 厢吾表記 

• 本書では原則として TS-IXL シリ — ズ、 TS-RWL シリ — ズ 、 TeraStation IS を TeraStation と表記しています。 


■本書の著作権は当社に帰属します。本書の一部または全部を当社に無断で転載、複製、改変などを行うことは禁 
じられております。 

■ BUFFALO™ は、株式会社メルコホールディングスの商標です。 LinkStation™、TeraStation™ は、株式会社バッファロー 
の商標です。 本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、™、®、©など 
のマークは記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があり、現に 
購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがありましたら、 
お買い求めになった販売店または当社サボートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0A 機器としてお使いください。万一、一般 0A 機器以外として使用されたこと 
によリ損害が発生した場合、当社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

• 医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には使用しないで 
ください。 

• —般 0 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するときは、ご使用にな 
るシステムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しないでください。ま 
た、当社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サボートを行っておりません。 

■本製品（付属品等を含む）を輸出または提供する場合は、外国為替及び外国貿易法および米国輸出管理関連法規 
等の規制をご確認の上、必要な手続きをおとりください。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意事項として記載された 
取扱方法に違反する使用はお止めください。 

■当社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失 • 破損した場合につ 
いては、保証しておりません。本製品がハードディスク等の記憶装置の場合または記憶装置に接続して使用する 
ものである場合は、本書に記載された注意事項を遵守してください。また、必要なデータはバックアップを作成 
してください。お客様が、本書の注意事項に違反し、またはバックアップの作成を怠ったために、データを消失- 
破棄に伴う損害が発生した場合であっても、当社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、当社に故意または重大な過失があった場合を 
除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品に交換 
致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の貴に任じません。 
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Chapter1 はじめに 


iSCSI の概念 


■ iSCSI 対応ハードディスクとは 

iSCSI とは 、 「Internet Small Computer Systems Interface 」 を省略した名称で、 SCSI コマンドを TCP / IP プロトコ 
ルでカプセル化することで、ネットワーク （ LAN ) 上にのせてデータ通信ができるようにした規格です 。 iSCSI 
としてイーサネット （ LAN ケープル）で接続するとパソコンやサーバーの口ーカルディスクとして認識されます。 



PC PC 



※イラストは TS - IXL シリーズの例です。 


設置場所が自由 

USB 接続のハードディスクと同じように口一力 
ルディスクとして認 1哉されますが、ネットワー 
ク接続のため USB 接続ハードディスクのよう 
に使用するバソコンやサーノ く一のそばに置く必 
要はありません。 


ローカル ドライブとして使える 

口ーカルドライブとして認識されるため、 0 S 標 
準の機能やアプリケーシヨンがそのまま使えます。 
(フォー マット形式も Windows から NTFS フォー 
マットが行えます） 

※ NAS の場合はデータ転送方式が異なるため、対応 
できないアプリケーンョンがあります。 
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■ NAS と iSCSI の違い 


iSCSI の使用方法 

サーノく一は iSCSI 接続ドライブに共有フォルダー作 
成、バソコンはサーノく一の共有フォルダーヘアクセ 
スします。 

. Windows サーパ'—から口ーカルドライブとして 
利用できます（クライアントからはサーバー経由 
でアクセス） 

• Windows サーバーで利用できる ActiveDirectory 
等のアクセス制限機能をそのまま使用できます。 
•プロック単位のアクセスなので、フォーマット形 
式に依存するデータべース等のソフトウエアでも 
利用できます。 


サーバー、パソコンともに NAS 上の共有フォルダーに直 
接アクセスします。 

• 手軽に共有フォルダーを作成 • 利用できる（別途サー 
バーが不要） 

• クライアントからファイル単位で直接アクセス可能 
(フォーマツトは独自形式く XFS >) 

• セルフ/ くックアツプ機能で自動バックアツプも対応 


サーパー TeraStation IS 



※イラストは TS-IXL 
シリ ーズの 例です。 



サーバー TeraStation 


※イラストは TS - XL シ 


リ_ズの例です。 


ネットワーク構成の検討 


iSCS け、ードディスクの利用には、 Gigabit ( IOOOBASE - T ) 
ネットワーク環境での利用を推奨します。可能な限り、 
Gigabit ネットワーク環境を整備して接続するよう検討 
してください （100 BASE - TX ネットワーク環境では、回 
線の転送速度が遅いため、十分なパフォーマンスが発 
揮されません)。 

また、転送速度はネットワーク上のトラフィックに大 
きく影響されます。 TeraStation との接続は、通常の 
LAN として使っているネットワークアダプターと分け 
て、専用のネットワーク （ iSCSI ネットワーク）として運 
用することをお勧めします。 


ごコ u ' 



※イラストは TS-IXL 
シリ ーズの 例です。 
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Microsoft iSCSI Software Initiator のインストール 


■ Windows XP/ 2000、 Windows Server 2003/2000 Server 

「Microsoft iSCSI Software Initiator 」 をインストールしている環境でないと TeraStation を 
使用することはできません。 

「Microsoft iSCSI Software Initiator 」 は、あらかじめ次のように別途入手し、インストールし 
てください。 

1. Microsoft 社ホームぺージ（英語） http://www.microsoft.com/ をインターネットブラウザー 
で開きます。 

2 •検索枠に 「MicrosoftiSCSI Software Initiator 」 と入力し、検索をします。 

3 . 検索結果に表示された 「Download details : Microsoft iSCSI Software Initiator 」 をクリック 
します。 

4 . [ Download ] をクリックし 、 「Microsoft iSCSI Software Initiator 」 のインストーラーをダウ 
ンロードします。 

5 . ダウンロードしたファイルをダブルクリックし 、 「Microsoft iSCSI Software Initiator 」 をイ 
ンストールします。 

※インストール中に表示される 「Initiator Service」 「 Software Initiator 」 のチェックボックスはチェックを 
してインストールしてください。 

以降は画面の指示にしたがってインストールします。 


■ Windows 7/ Vista、Windows Server 2008 

そのままの環境で TeraStation を使用することができます。 

「Microsoft iSCSI Software Initiator 」 を別途入手する必要はあリません。 
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セツトアップ手順 


NOTE: •ネットワーク内に DHCP サーバーが存在する場合、 TeraStation はネットワークに接続するだけで 
DHCP クライアントとして動作します。 

• TeraNavigator を実行すると、使用されていない IP アドレスを自動的に TeraStation に割り当てます。 
TeraNavigator を実行しないと、 TeraStation の IP アドレスは、 1 69.254. xxx . xxx(xxx は TeraStation 
起動時に任意の数値が割リ当てられます。）で動作します。 

• TeraNavigator で自動設定できるのは 1 台につき 1 回までです。再度 TeraNavigator で自動設定した 
いときは、 TeraStation の設定を初期化してから行ってください。 


Windows XP/ 2000、 Windows Server 2003/2000 Server をお使いの場合、 「Microsoft 
iSCSI Software Initiator」 をインストールしている環境でないと TeraStation を使用 
することはできません。 

「Microsoft iSCSI Software Initiator 」 は、あらかじめ別途入手し、インストールしてく 
ださい。 【P.5】 


別紙 「TeraStation IS 導入マニュアル」を参照して、 TeraStation に LAN ケー 
ブル、 AC ケープルを接続してください。 


パソコンの電源スイッチを ON にする 


付属のユーティリティ ー CD ( CD - ROM ) を CD / DVD ドライプにセツトする 


「 TeraNavigator 」 が起動したら、画面の指示に従って操作する 
【別紙 「TeraStation IS 導入マニュアル」】 


▼ 


iSCSI ハードディスク接続ツールを起動し、 [ iSCSI ハードディスクを登録][接 
続]をクリックする 

【別紙 「TeraStation IS 導入マニュアル」】 


2 台以上の TeraStation を増設する場合 


付属のユーテイリテイー CD で、 TeraNavigator を追加した TeraStation の台数と同じ回数実行してください。 

NOTE :ネットワーク内に DHCP サーバーが存在しないときは、 TeraNavigator を実行しないと TeraStation の IP 
アドレスが全て 169.254.xxx.xxx(xxx は TeraStation 起動時に任意の数値が割り当てられます。）で動作 
します。 


TeraStation IS 設定ガイド 


6 











Chapter 2 iSCSI ハードディスク接続ツールででき 
ること 

iSCSI ハードディスク接続ツール 

iSCS け\_ドディスク接続ツールは、 TeraStation を使うために必要です。 TeraNavigator でセットアップすると、 iSCS け\_ 
ドディスク接続ツールがインストールされます。ここでは iSCSI ハードディスク接続ツールの画面、メニューについて 
説明します。 

起動方法:[スタート]-[(すべての）プログラム]- [ BUFFALO ] — [ iSCSI ハードディスク接続ツール]をクリツ 
クします。 



トップ画面： 


項目 

内容 

対象製品 

検索された LAN 内の TeraStation が選択できます。 

TeraStation を選択して、 [iSCSI ハードディスクを登録する]をクリックすると、選択した 
TeraStation のボリュームが全てパソコンに登録され、個々のボリュームへ接続可能となります。 

既に登録されている場合は、 [iSCSI ハードディスクの登録を解除する]をクリックすると、すべて 
のボリュームの登録を解除し、 TeraStation を取り外すことができます。 

製品型番 

TeraStation の製品型番が表示されます。 

シリーズ名 

TeraStation のシリーズ名が表示されます。 

IP アドレス 

TeraStation の IP アドレスが表示されます。 

サブネットマスク 

TeraStation のサブネットマスクが表示されます。 

ファームウエア 

TeraStation の MAC アドレスが表示されます。 

MAC アドレス 

TeraStation のファームウエア*パージョンが表示されます。 

iSCSI サービス 

TeraStation の iSCSI サービスが稼動しているか、停止しているかが表示されます。 

ボリューム 

登録した TeraStation の各ボリュームを選択できます。 

ボリュームを選択して、[接続する]をクリックすると、選択したボリュームが、パソコンのコンピュー 
夕（マイコンピュータ ） の中に、ローカルドライブとして認、識されます。 

※[対象製品]にて、 TeraStation を iSCSI ハードディスクとして登録していないと表示されません。 

※ TeraStation に IP アドレス制限が設定してあるときは、対象の IP アドレス以外のパソコンからは 
ボリュームが表示されません。 

既に接続されている場合は、[切り離す]をクリックすると接続を解除します。 


※ TeraStation を多数のボリュームに分割し、多数のボリュームをパソコンに接続している場合、 TeraStation の検索 
に時間がかかることがあります。32個のボリュームに接続している/\°ソコンから検索を行った場合20分程度です。 
(お使いのパソコン環境によって時間は異なります)。検索は続行していますので、検索が完了するまでお待ちくだ 
さい。 
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現在の状態 

選択したボリュームの現在の状況が表示されます。 

• 接続していませんボリュームが接続解除している状態です。 

• 接続中 ボリュームが接続している状態です。 

• 他の PC に接続中他のパソコンにボリュームが接続されている状態です。 

他のパソコンの IP アドレスが表示されます。 

※[対象製品]にて、 TeraStation を iSCSI ハードディスクとして登録していないと表示されません。 

ューザ認証 

指定されたボリュームのユーザ認証の有無が表示されます。 

なし：認証なし 

あり：認証あリ。接続時にはユーザ認証が必要となります。 

※[対象製品]にて、 TeraStation を iSCSI ハードディスクとして登録していないと表示されません。 
他のパソコンからすでに接続されていると表示されません。 

PC を起動したと 
きに自動的に接 
続する。（常時接 

命） 

チェックボックスにチェックマークを表示させ、[接続（または切り離す）]をクリックすると、バソコ 
ンを起動したとき自動的にボリュームへ接続（常時接続）するように設定します。 

チェックマークを非表示とし、[接続（または切り離す）]をクリックすると、パソコンを起動したとき 
自動的にボリュームへ接続しないよう（通常接続）に設定します。 

※[対象製品]にて、 TeraStation を iSCSI ハードディスクとして登録していないと表示されません。 
他のパソコンからすでに接続されていると表示されません。 

再検索 

LAN 内の TeraStation を検索します。 

終了 

iSCSI /\-ドディスク接続ツールを終了します。 


メニュー相 

1 作： 

ファイル 

再検索 

LAN 内の TeraStation を検索します。 

終了 

iSCSI /\-ドディスク接続ツールを終了します。 

設定 

Web 設定画面を開く 

選択された TeraStation の設定画面を開きます。 

IP アドレスを変更する 

[IP アドレスの指定]画面を開きます。選択した TeraStation の IP アドレスを変更す 
ることができます。 

iSCS け\_ドディスクの 
登録解除 

[iSCSI ハードディスクの登録解除]画面を表示します。 

登録解除を行わずに TeraStation をネットワークから取り外したり、 IP アドレスを 
変更すると、パソコンのレジストリに登録されたままの情報が残るため、検索に時 
間がかかるようになつてしまいます。このような場合、 [iSCSI ハードディスクの登 
録解除]画面から以前の TeraStation の登録を解除してください。 

相互認証用パスワードを 
設定する 

バソコン側の相互認証パスワードを設定します。 

常時接続するボリューム 
に共有フォルダーを置く 

TeraStation を常時接続し、フォルダーのネットワーク共有化している場合に、クリッ 
クしチェックマークを表示さ•せてくださ•い。チェックマークがないと、パソコンを 
再起動すると共有化が解除されてしまいます。 

ボリュームをまとめて接 
続する 

複数のボリュームをまとめて接続する画面が表示されます。 

ボリュームをまとめて切 
り離す 

複数のボリュームをまとめて切り離す画面が表示されます。 

[ディスクの管理]を呼 
び出す 

Windows のディスクの管理画面を表示します。 

接続した TeraStation は、ディスクの管理画面から、領域の確保とフォーマットを 
しなければ使用することができません。 

ヘルプ 

バージョン情報 

iSCSI ハードディスクのバージョン情報を表示します。 
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TeraStation の登録およびボリュームの接続 


取り外した TeraStation を再度使用するときは、次のように TeraStation を登録し、ボリュームを接続してください。 

1 TeraStation の LAN ケーブルをネットワークに接続します。 

2 [スタート]-[(すべての）プログラム]- [ BUFFALO ] - [iSCS け\ードディスク接続ツール]をクリックします。 

iSCS け\_ドディスク接続ツールが起動します。 


1 [ 対象製品]から登録する TeraStation を選択します。 


2 [iSCSI /\-ドディスクを登録する]をクリックします。 

NOTE : TeraStation の設定画面 [ 基本 ]-[ アクセス制限 （ システム全 
体）]でアクセス制限を設定している場合、ユーザ認証画面 
が表示されます。 TeraStation の設定画面で設定したユーザ 
名とパスワード、相互認、証/\°スワードを入力してください。 


1 [ ボリューム]から接続するボリュームを選択します。 


2 [接続する]をクリックします。 

NOTE : TeraStation の設定画面 [ ボリューム管理]- [ ボリュームの 
追加/編集 ]-[ アクセス制限（ボリューム個別）]でアクセス 
制限を設定している場合、ユーザ認証画面が表示されます。 
TeraStation の設定画面で設定したユーザ名とパスワード、 
相互認、証パスワードを入力してください。 


接続したボリュームが、コンピュータ（マイコンピュータ）の中に、口ーカルドライブとして追加されています。 

NOTE: • ボリュームがフォーマットされていないとローカルドライブとして追加されません。引き続き領域 
の確保、フォーマットを行いたいたときは、 iSCSI ハードディスク接続ツールのメニューから[設 
定]-[ディスクの管理を呼び出す]を選択し、ディスクの管理で領域の確保、フォーマットをして 
ください。 

• 複数のボリュームをまとめて接続したいときは、次のように行ってください。 

1. iSCSI ハードディスク接続ツールを起動します。 

2.メニューから[設定]- [ ボリュームを接続する ] をクリックします。 

[ ボリュームの接続]画面が表示されます。 

3•接続したいボリュームを選択し、[接続]をクリックします。 

※ボリュームを常時接続するときは、[常時接続する]をクリックし、チェックマークを表示さ 
せてくださ•い。 

以上で複数のボリュームの接続は完了です。 

• Windows XP /2000 では 2 TB を超えるボリュームに接続することはできません。論理ボリューム 
マネージャー （ LVM ) を有効にし、 2 TB 以下のボリュームを作成して接続してください。 

以上で TeraStation の登録およびボリュームの接続は完了です。 
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TeraStation の相互認証について 


TeraStation には、セキュリティとして相互認証機能を搭載しています。 

TeraStation に搭載されている相互認証機能は、 TeraStation ( システム全体）とボリュームごとに設定した相互認証パ 
スワードと、/ \°ソコン側で入力した相互認証/ \°スワードが一致するときにのみ/ \°ソコンから TeraStation やボリューム 
を認識できる機能です。 

設定の手順は P .9 をご参照ください。 

TeraStation ( システム全体}に設定する相互認証パスワード： 

TeraStation 設定画面[基本]-[セキュリティー]画面中、[アクセス制限機能 （ システム全体)]の [ アクセス制限]から[相 
互認証]をクリックし、/《スワード （ 相互認証）を設定します。/ \°ソコン側で設定した相互認証/ \°スワードと一致した 
ときに iSCSI ハードディスク接続ツールの[ボリューム]欄にボリューム名が表示されます。 

NOTE: •[ボリューム]欄にボリューム名が表示されないときは、パソコン側の相互認証パスワードが異なつてい 
ます。 iSCSI ハードディスク接続ツールのメニューから、[設定]-[相互認証用のパスワードを設定する] 
で正しいパスワードを入力し、[再検索]をクリックしてくださ•い。 

ボリュームごとに設定する相互認証パスワード： 

TeraStation 設定画面 [iSCSI ボリューム HiSCSI ボリューム]のボリュームの作成画面中、[アクセス制限]から[相互認証] 
をクリックし、/ \°スワード （ 相互認証）を設定します。 

ここで設定したパスワードはボリュームと接続する際に使用します。パソコン側で設定した相互認証パスワードと一 
致したときにボリュームを接続します。 

パソコン側で設定する相互認証パスワード： 

TeraStation ( システム全体)、各ボリュームでアクセス制限 （ 相互認証）を使用する場合、相互認証ノ U ワードの入力 
画面で TeraStation ( システム全体)、各ボリュームでアクセス制限 （ 相互認証）で設定した/\°スワードと同じ/\°スワ_ 
ドを入力してください （ 入力した/\°スワードは/\°ソコン側の相互認証ノ\°スワードとして保持されます)。 

複数のボリュームがある場合、ここで入力した/《スワードのボリュームと接続します （ 複数の相互認証/\°スワードの 
異なるボリュームを同時に接続することはできません)。 

/ \°ソコン側の相互認証/ \°スワードを他のボリュームの相互認証/ U ワードに切り替えたいときは、 iSCSI ハードディス 
ク接続ツールのメニューから、 [ 設定 H 相互認証用の/ヽ°スワードを設定する]で行うことができます。 

NOTE: • TeraStation ( システム全体）の相互認証パスワードとボリュームごとの相互認証パスワードに異なるパ 
スワー ドを設定した場合、ボリューム接続後、 iSCSI ハードディスク接続ツールの [ ボリューム欄]にボ 
リューム名が表示されなくなります。このようなときは、 iSCS け\ー ドディスク接続ツールのメニューか 
ら、[設定]-[相互認証用のパスワードを設定する]で TeraStation ( システム全体）のパスワードー致し 
たパスワードを入力し、[再検索]をクリックしてくださ•い。 
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TeraStation の切リ離しおよび登録解除 


TeraStation を取り外すときは、次のようにボリュームを切り離し、 TeraStation の登録を解除してください。 

1[スタート]-[(すべての）プログラム]- [ BUFFALO ] - [ iSCS け\ードディスク接続ツール]をクリックします。 

iSCSI /\-ドディスク接続ツールが起動します。 


1 [ ボリューム]から切り離すボリュームを選択します。 
2 [切り離す]をクリックします。 



NOTE: • TeraStation を取り外すときは、接続しているすべてのボリュームを切り離してください。 

• 複数のボリュームをまとめて切り離したいときは、次のように行ってください。 

1. iSCSI ハードディスク接続ツールを起動します。 

2. メニューから[設定]- [ ボリュームをまとめて切り離す ] をクリックします。 

[ ボリュームの切り離し]画面が表示されます。 

3. 切り離したいボリュームを選択し、[切り離す]をクリックします。 

※ボリュームを常時接続するときは、[常時接続する]をクリックし、チェックマークを表示さ 
せてください。 

以上で複数のボリュームの切り離しは完了です。 


3 


▲ 



ボリュームをタイナミックディスクとして使用中の®合は、橘成によ 


つてはデータを失う可 aattf あります • 

また' ポリューム上に編集中のフアイノしがある堪合、ポリュームの切 
しによつて編集した内容が失われてしまいます • 

ボリュームを切り離してよろしいですか？ 


「はぃ！ 1 ヒ棚」 注意事項をよく読み、[はい]をクリックします。 
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1 t 対象製品 ] から取り外す TeraStation を選択します。 

2 [iSCSI ハードデイスクの登録を解除する ] をクリックします。 


NOTE : • 複数のパソコンから TeraStation へ接続しているときは、各パソコンにて上記手順ですベてのパソ 
コンから登録を解除してください。 

5 TeraStation の LAN ケーブルを取り外します。 



以上で TeraStation の取リ外しは完了です。 


NOTE : -登録解除を行わずに TeraStation をネットワークから取り外したり、 IP アドレスを変更すると、 

パソコンのレジストリに登録されたままの情報が残るため、検索に時間がかかるようになってしま 
います。次の手順で以前の TeraStation の登録を解除してください。 

l.iSCSI ハードディスク接続ツールを起動します。 

2. メニューから[設定]- [iSCSI ハードディスクの登録解除]をクリックします。 

[iSCSI ハードディスクの登録解除]画面が表示されます。 

3. 解除したい以前の TeraStation の IP アドレス（ポート番号）を選択し、[登録を解除する]をクリッ 
クします。 


以上で以前の TeraStation の登録解除は完了です。 
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Chapter 3 設定画面の表示方法 


設定画面の表示方法 


設定画面を表示するときは、次の手順で行います。 


1[スタート]-[(すべての）プログラム]- [ BUFFALO ] - [ iSCS け \— ドディスク接続ツール]をクリックします。 

iSCSI /\-ドディスク接続ツールが起動します。 



メニューから[設定 HWEB 設定画面を表示]をクリックします。 

NOTE: • [IP アドレス]に表示される IP アドレスをメモしてくださ 
い。 

• TeraStation が2台以上接続されているときは、設定したい 
TeraStation を選択してください。 



ユーザ名、パスワードを入力します。 

NOTE: • はじめて設定画面を表示するときは、 ユーザ 名に admin 、 
パスワード（初期設定では password ) を入力し、 [0 K ] を 
々 I i 、’/ク します 

• 二度目以降の設定画面表示で、登録したユーザ名でログイン 
するときは、任意のユーザ名、設定画面で登録したパスワー 
ドを入力し、 [0 K ] をクリックします。 


2 [0 K ] をクリックします。 


4 言陡 ii ® が表示され紋〇 



NOTE: • 設定画面の対応インターネットブラウザーは 、 Internet 
Explorer 6.0 Service Pack 2 以上 、 Firefox 1.5 以上、 
Safari 3 以上です。 

• ブラウザーのプロキシーが有効に設定されていると、設定 
画面が正常に表示できません。有効に設定されているとき 
は、無効にしてください。 

• セキュリティー設定によっては設定画面が正常に表示され 
ないことがあリます 。 Internet Explorer のメニュー、[ツー 
ル]- [ インターネットオプション]- [ セキュリティ]のセキュ 
リティレベルは[イントラネット]に設定してください。 

• 増設した Windows 搭載パソコンで設定画面を表示すると 
きは 

手順2でメモをした IP アドレスをお使いのブラウザのアド 
レス欄に入力してく Enter > キーを押してください。以降は 
手順3、4に従ってください。 
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Chapter 4 論理ボリユームマネージャー （ LVM ) を 
使用する 

論理ボリュームマネージヤー ( LVM ) の有効/無»を設定する 


出荷時設定では、論理ボリュームマネージャー ( LVM ) は無効に設定されています。 

論理ボリュームマネージャー ( LVM ) を有効にするとアクセス速度が遅くなリますが、ボリュームの分割、容量 
拡張を設定できるようになります。 

NOTE: • 論理ボリュームマネージャーの設定を変更すると、ボリューム内のデータは全て消去されます。 
変更するまえに大切なデータを失うことがないよう必ず/\'ックアップをとってください。 

• 設定画面の表示手順は P.1 3 をこ'参照ください。 



TeraStation の設定画面で、 [iSCSI ボリューム HLVM] をクリック 
します。 



t ディスク領域]から対象の RAID アレイまたはディスクを選択 
し、 [LVM 有効化 ] または[い /M 無効化 ] をクリックします。 


3 [通信_忍]晒が表示され ST 。 

60 秒以内に確認番号欄に表示されている数字を正確に入力し、 [ 設定]をクリックします。 


以上で論理ボリュームマネージャー ( LVM ) の設定は完了です。 


誤操作によるトラブルを防ぐた 46 に （ 「通信の確認」画面） 

iae の 


下記の処理を行うとき、誤操作によるトラブルを防ぐために、通信の確認画面が表示され 

^ ディスフォ'■•マット 


ます。このようなときは、60秒以内に確認番号欄に表示されている数字を正確に入力 

TeraStation® ディス全:マット L* す • 
TeraStation^ デイス み №*±1:滴 


し、[設定]をクリックします。 


口3ディスクの为ーマットが必里です， isssnt 
デ-■33元1=*すこ tw で fS せん。また、完全 
: W - マットの売了には0•捕秘要です。 


• RAID アレィの構成変更 （ 作成/削除） 

• RAID アレイ/ディスクのフォーマツト 

彗务: この!*作® 取 1 J 消すこせん • 

8563 


• TeraStation の初期化 

• ディスクの取り外し 

1 B 定丨ヤン t ル1 


• TeraStation の全ディスクの完全フオーマツト 

• RAID アレイの再構築 

通信の艦画面例 

•通常ディスクに設定 

• スペアディスクに設定 



• iSCSI ボリユームの削除 

. 論理ボリユームマネージヤー ( lvm ) mh/mm 
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ボリュームを作成する 


出荷時設定では、全容量を使ったボリュームが1つ設定されています。ボリュームを一度削除することでボ 
リュームを最大32個まで作成することができます。個々のボリュームはそれぞれ異なるパソコンから接続する 
ことができます （1 つのボリュームを複数のパソコンから接続することはできません)。 

NOTE: • ボリュームを削除すると、ボリューム内のデータは全て消去されます。変更する前に大切な 
データを失うこことがないよう必ずバックアップをとってください。 

•ボリュームの作成、削除、拡張をするには、論理ボリュームマネージャー （ LVM ) の設定を有効に 
してください 【 P .14】。 初期設定では無効になっています。 

• 設定画面の表示手順は P .1 3をこ'参照ください。 



TeraStation の設定画面左にある [ iSCSI サービス]から[停止]を 
クリックします。 

NOTE: 対象のボリユームのみ iSCSI サービスを停止させたいと 
きは、 [ iSCSI ボリユーム HiSCSI ボリユーム]画面でボ 
リュームを選択し、[無効化]をクリックします。 


2 



Q ポリュ-ムの作成 〇 ® 更新丨 ♦有ち 


TeraStation の設定画面で [ iSCSI ボリューム HiSCSI ボリュー 
ム H ボリュームの作成]をクリックします。 

NOTE: 出荷時設定では、全容量を使ったボリュームが1つ 
設定されています。ボリュームのチェックボックス 
をクリックし、[ボリュームの削除 ] をクリックし 
て一度ボリュームを削除してから行ってください。 


^ ボリュ-ム 

ホVュ - ム名： _| 

和ュ-ム奴兑明： 

ディスク银域： Iディスク1/ 134GB (LVM 無効） v 

サィズ： |0 ' GB / 0GB 

4 顾の一番下 I 淑[保存]をクックし sr 。 

5 TeraStation の設定画面左にある [ iSCSI サービス]から [ 開始]をクリックします。 

NOTE: 対象のボリュームのみ iSCSI サービスを開始させたいときは、 [ iSCSI ボリューム HiSCSI 
ボリューム]画面でボリュームを選択し、 [ 有効化]をクリックします 


[ボリューム名]、[ボリュームの説明 ] 、[デイスク領域]、[サイズ] 
を入力します。 


以上で新しいボリュームの作成は完了です。 


NOTE: ボリュームの接続と領域確保とフォーマット 

作成したボリューム iSCS けドディスク接続ツールで接続しないと使用できません。 [ P .9] 

接続した後、 Windows の[ディスクの管理]でボリュームの領域の確保とフォーマットを行ってください。 
[ディスクの管理]は、 iSCS け\—ドディスク接続ツールのメニュー[設定]-[ディスクの管理を呼び出す] 
から表示させることができます。 
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ボリュームの容量を拡3長する 


作成したボリュームは、後からでも容量を拡張することができます。 

NOTE: • 容量の拡張は、ファイルシステムによってはボリューム内のデータを全て失う恐れがありま 
す。データのバックアップを必ず行ってから実行してください。 

•ボリュームの作成、削除、拡張をするには、論理ボリュームマネージャー （ LVM ) の設定を有効に 
してください 【 P .14】。 初期設定では無効になっています。 

• 設定画面の表示手順は M 3 をこ、参照ください。 



TeraStation の設定画面左にある [ iSCSI サービス]から[停止]を 
クリックします。 

NOTE: 対象のボリュームのみ iSCSI サービスを停止させたいと 
きは、 [ iSCSI ボリューム HiSCSI ボリューム]画面でボ 
リュームを選択し、[無効化]をクリックします。 



TeraStation の設定画面で [ iSCSI ボリューム HiSCSI ボリューム] 
をクリックします。 
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推技状 S 

filj ユーム名 

f イスク f 月《 アクセ 

〇侉止中 
〇侉止中 

test999 

testlll 

施 容量を拡張したいホ' >>1 ユー ム衫リッ凡抗 
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ボりユ_ム 

ボリューム名： 
ボリュームのI兑明: 
ディスク領域： 
サイズ： 


[test999 

[1321231 
ディス欠 

GB 

「サイズ拡張 

+ GB / 残り 93GB 


1 [ サイズ拡張]をクリックし、チェックマークを表示させます。 
2増分の容量を GB 単位で入力します。 


5 顾の一番下 I 淑[保存]をクリックし紋。 

6 TeraStation の設定画面左にある [ iSCSI サービス]から [ 開始]をクリックします。 

お使いの環境によっては、拡張した容量が認識できないことがあります。このようなときは、拡張したボリュー 
ムを領域確保/フォーマットしてください。 

NOTE: 対象のボリュームのみ iSCSI サービスを開始させたいときは、 [ iSCSI ボリューム HiSCSI 
ボリューム]画面でボリュームを選択し、 [ 有効化 ] をクリックします 

以上でボリュームの容量の拡張は完了です。 
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Chapter 5 ハードディスクの使用モードを変更する 


出荷 時設定では、使用モードは RAID 5モード（ハードディスク4台）となっています。各ハードディスクの使用モードの特 
長は次のとおりです。 

NOTE : • ハー ドディスクの使用 モー ドを変更すると、 ハー ドディスク内のデータは全て消去されます。変更する 
前に大切なデータのバックアップを必ずとってください。 

•本書では、「復旧」とは、 TeraStation 内の状態 （ データを含む）を故障が発生する前に戻すことを表しています。 
故障したハードディスクからデータを読み出すことではあリません。 

• RAID 5モード（ハードディスク4台）（出荷時設定） 

4台のハードディスクを1つのアレイとして使用します。パリティ（誤り訂正符号）を生成しながら書き込むので 
アクセス速度は少し遅くなります。使用できる容量は3台分のノ \_ドディスクの容量となります。 

RAID アレイの中の ハー ドディスク1台が破損しても ハー ドディスクを交換すればデータを復旧できます (2 台以 
上故障したときは復旧できません)。また RAID 構築中は前面の液晶ディスプレイに 「RAID ARRAYx Resyncing 」 
と表示され、ファイル転送速度が数時間低下します。あらかじめご了承ください。 


• RAID 5モード（ハードディスク3台） 


3台のハードディスクを1つのアレイとして使用します。パリティ（誤り訂正符号）を生成しながら書き込むので 
アクセス速度は少し遅くなります。使用できる容量は2台分のノ\_ドディスクの容量となります。残りの1台をホッ 
トスペア〇台ハードディスクが故障したときに自動的に起動）にすることもできます。 

RAID アレイの中の ハー ドディスク1台が破損しても ハー ドディスクを交換すればデータを復旧できます （2 台以 
上故障したときは復旧できません)。また RAID 構築中は前面の液晶ディスプレイに 「RAID ARRAYx Resyncing 」 
と表示され、ファイル転送速度が数時間低下します。あらかじめご了承ください。 


• RAID 10モード 

4台のハードディスクを1つのアレイとして使用します。使用できる容量は、2台分のハードディスクの容量と 
なります。分散して書き込みを行うのでアクセス速度が少し速くなります。 

同じデータを2個の ハー ドディスクに同時に書き込んでいるので、ペア （1-2 または 3-4) を構成する一方の ハー 
ドディスクが破損しても ハー ドディスクを交換すればデータを復旧できます 0-2, または 3-4 両方破損した場合 
はデータを復旧することはできません)。また RAID 構築中は前面の液晶ディスプレイに 「RAID ARRAYx Resync ¬ 
ing 」 と表示され、ファイル転送速度が数時間低下します。あらかじめご了承ください。 
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• RAID 1 モード 

2 台の ハー ドディスクを 1 つの アレイとして使用します。最大2 つの アレイを作成することができます。使用で 
きる容量は、各アレイに ハー ドディスク1台分の容量となります。同じデータを2台の ハー ドディスクに同時に 
書き込んでいるのでペアを構成する一方の ハー ドディスクが破損しても ハー ドディスクを交換すればデータを復 
旧できます（アレイを構成する両方のハードディスクが破損した場合はデータを復旧することはできません)。 

1 つの アレイを作成し、残りの ハー ドディスクをホットスペア （1 台 ハー ドディスクが故障したときに自動的に起 
動）にすることもできます。2台の ハー ドディスクで1 つの アレイを作成し、 ハー ドディスク1台をホットスペア、 
残りの1台を通常ディスクとして使い、アレイのバックアップ用の領域に使用することで冗長性を高めることが 
できます。 

また RAID 構築中は前面の液晶ディスプレイに 「RAID ARRAY x Resyncing 」 と表示され、ファイル転送速度が数 
時間低下します。あらかじめご了承ください。 


• RAID 0モード 

TeraStation に内蔵されているハードディスクをまとめて1つのアレイとして使用します。使用できる容量は、 
TeraStation に内蔵されているハードディスクの合計の容量となります。分散して書き込みを行うのでアクセス 
速度が少し速くなります。ハードディスクが破損した場合、データを復旧することはできません。 


•通常モード 

TeraStation に内蔵されているハードディスクを個々のドライプとして使用します。使用できる容量は、 TeraSta ¬ 
tion に内蔵されているハードディスクの合計の容量となります。ハードディスクが破損した場合、破損したドラ 
イプのデータは復旧することはできません。 
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通常モードで使用する 


NOTE: 設定画面の表示手順は P .1 3をこ'参照ください。 




TeraStation の設定画面で、 [ 基本 ]-[ ディスク HRAID アレイ]をクリツ 
クします。 


2 



設定したいアレイをクリックします。 


3 [ RAID アレイの削除]をクリックします。 

NOTE : RAID 設定変更中は前面の液晶ディスプレイに 「RAIDARRAYxCreating 」 と表示されます。 

4 「本当に RAID アレイ/ディスクの操作を行ってもよろしいですか」と表示されたら [ 設定]をクリックします。 

5 t 通信の確認]画面が表示されます。 

60秒以内に確認番号欄に表示されている数字を正確に入力し、 [ 設定]をクリックします。 

6 以降は画面の指示にしたがって操作します。 

以上で通常モードの設定が完了しました。 


ボリュームを作成する場合は P .1 5をご参照ください。 

領域の確保、フォーマットは Windows の標準機能「ディスクの管理」で行ってください。 
iSCSI ハードディスク接続ツールで接続し、口ーカルドライブとしてお使いください。 
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RAID 5 モード （ ハードディスク4台）で使用する 


NOTE: 本製品では、 RAID 5( ハードディスク4台）が出荷時設定となっています。 
設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 

1「通常モードで使用する」を参照して通常モードへの設定変更を完了させます。 


2 



TeraStation の設定画面で、 [ 基本 ]-[ ディスク ]-[ RAID アレイ]をクリツ 
クします。 


HA\asw ram- ド KH 

±8£ 使用X 

ffsr 


HAID7 レイ1 RAID5 I* 

RAID アレイ2 *詮1 

<| 

687,852,928 KB 1.4(0 KB 

1 




4 




設定したいアレイをクリックします。 


RAID 5で使用するハードディスク （4 つ全て）をクリツクします。 


1 [ RAID 5] を選択します。 

2 [ RAID アレイの作成]をクリックします。 


NOTE: RAID 構築中はファイル転送速度が数時間（ハードディスク1台あたり1 TB の製品で約10時間か 
かります）低下します。前面の液晶ディスプレイに 「RAID ARRAY x Resyncing 」 と表示されている 
ときは、電源 OFF にしないでください。 OFF にすると再度はじめから設定処理を行います。 

6 [ 通信の確認]画面が表示されます。 

60秒以内に確認番号欄に表示されている数字を正確に入力し、 [ 設定]をクリックします。 

7 以降は画面の指示にしたがって操作します。 


以上で RAID 5(ハードディスク4台）の設定が完了しました。 

ボリュームを作成する場合は P .1 5をご参照ください。 

領域の確保、フォーマットは Windows の標準機能「ディスクの管理」で行ってください。 
iSCS け\_ドディスク接続 ツーノ レで接続し、 口ー カルドライブとしてお使いください。 
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RAID 5 モード （ ハードディスク3台）で使用する 


NOTE: 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 

1 「通常モードで使用する」を参照して通常モードへの設定変更を完了させます。 




TeraStation の設定画面で、 [ 基本 ]-[ ディスク ]-[ RAID アレイ]をクリツ 
クします。 


3 


4 


«AIDS» RAM- ド 峨 

^ rt 
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RAID7 レイ2 
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設定したいアレイをクリックします。 


RAID 5で使用するハードディスク （3 つ）をクリツクします。 


1 [ RAID 5] を選択します。 

2 [ RAID アレイの作成 ] をクリックします。 


NOTE: RAID 構築中はファイル転送速度が数時間（ハードディスク1台あたり1 TB の製品で約10時間か 

かります）低下します。前面の液晶ディスプレイに 「RAID ARRAY x Resyncing 」 と表示されている 

ときは、電源 OFF にしないでください。 OFF にすると再度はじめから設定処理を行います。 

6 [ 通信の確認]画面が表示されます。 

60秒以内に確認番号欄に表示されている数字を正確に入力し、 [ 設定]をクリックします。 

7 以降は画面の指示にしたがって操作します。 


以上で RAID 5(ハードディスク3台）の設定が完了しました。 

ボリュームを作成する場合は P .1 5をご参照ください。 

領域の確保、フォーマットは Windows の標準機能「ディスクの管理」で行ってください。 
iSCSI ハードディスク接続ツールで接続し、口ーカルドライブとしてお使いください。 

NOTE: 残りの1台はハードディスクが故障したときに自動で置換するスペアディスクとしてホットスペアを設 
定することをおすすめします。ホットスペアの設定手順については P .25 をご参照ください。 
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RAID 10 モードで使用する 


NOTE: 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 

1「通常モードで使用する」を参照して通常モードへの設定変更を完了させます。 


*4 4_3トワー 5 t キュ U? ■(- ?イス！！ 


ディスク 




TeraStation の設定画面で、 [ 基本 ]-[ ディスク HRAID アレイ]をクリツ 
クします。 


設定したいアレイをクリックします。 


4 



RAID 10使用するハードディスク （4 つ全て）をクリックします。 


5 

1 [ RAID 10] を選択します。 

2 [ RAID アレイの作成 ] をクリックします。 



NOTE: RAID 構築中はファイル転送速度が数時間（ハードディスク1台あたり 1 TB の製品で約10時間か 
かります）低下します。前面の液晶ディスプレイに 「RAID ARRAY x Resyncing 」 と表示されている 
ときは、電源 OFF にしないでください。 OFF にすると再度はじめから設定処理を行います。 

6 [ 通信の確認]画面が表示されます。 

60秒以内に確認番号欄に表示されている数字を正確に入力し、 [ 設定]をクリックします。 


7 以降は画面の指示にしたがって操作します。 


以上で RAID 10の設定が完了しました。 


ボリュームを作成する場合は P .1 5をご参照ください。 

領域の確保、フォーマットは Windows の標準機能「ディスクの管理」で行ってください。 
iSCSI /\-ドディスク接続ツールで接続し、口ーカルドライブとしてお使いください。 
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RAID ! モードで使用する 

NOTE: 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 

1「通常モードで使用する」を参照して通常モードへの設定変更を完了させます。 






TeraStation の設定画面で、 [ 基本 ]-[ ディスク ]-[ RAID アレイ]をクリツ 
クします。 


設定したいアレイをクリックします。 


RAID 1 で使用するハードディスク（ディスク1とディスク2、もしく 
はディスク3とディスク 4) をクリックします。 

1 [ RAID !] を選択します。 

2 [ RAID アレイの作成]をクリックします。 


NOTE: RAID 構築中はファイル転送速度が数時間 （ ハードディスク1台あたり1 TB の製品で約10時間か 
かります）低下します。前面の液晶ディスプレイに 「RAID ARRAY x Resyncing 」 と表示されている 
ときは、電源 OFF にしないでください。 OFF にすると再度はじめから設定処理を行います。 


6 [ 通信の確認]画面が表示されます。 

60秒以内に確認番号欄に表示されている数字を正確に入力し、 [ 設定]をクリックします。 


7 以降は画面の指示にしたがって操作します。 
以上で RAID 1の設定が完了しました。 


ボリュームを作成する場合は P .1 5をご参照ください。 

領域の確保、フォーマットは Windows の標準機能「ディスクの管理」で行ってください。 
iSCS け\_ドディスク接続 ツーノ レで接続し、 口ー カルドライブとしてお使いください。 

NOTE: RAID アレイを構築していない残りのハードディスクは、ハードディスクが故障したときに自動で置換す 
るスペアディスクとしてホットスペアを設定することをおすすめします。ホットスペアの設定手順につ 
いては P .25 をご参照ください。 
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RAID 0 モードで使用する 


NOTE: 設定画面の表示手順は P.1 3をご参照ください。 

1 「通常モードで使用する」を参照して通常モードへの設定変更を完了させます。 


2 


¢2トワー 5 t キュ1_1?•(- 5 V ス5 



TeraStation の設定画面で、 [ 基本]- [ ディスク ]-[RAID アレイ]をクリツ 
クします。 


ディスク _ *5* 1•号 I ヒ モ5ル名 

5 ィスク .1 a* X HD1EIJJ 

C 5= イスク 2 il * X VDI6C0ftAJS-(ICreft 

C 5イス ク 3 il # ^ HD16DJJ 

C 5 イスク《 U* •/ WOI601ABVS-18C1V1 


RAIDS » RAD モート IS 9! ± S ± il 推 

P.fllD7L,-< , 1 *SS 

BAIO アしイ 2 綫* 
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設定したいアレイをクリックします。 


RAID0 で使用するハードディスクを4つ全てをクリックします。 


1 [RAID0] を選択します。 

2 [RAID アレイの作成]をクリックします。 


6 [ 通信の確認]画面が表示されます。 

60秒以内に確認番号欄に表示されている数字を正確に入力し、 [ 設定]をクリックします。 


7 以降は画面の指示にしたがって操作します。 


以上で RAID 0の設定が完了しました。 

ボリュームを作成する場合は P .1 5をご参照ください。 

領域の確保、フォーマットは Windows の標準機能「ディスクの管理」で行ってください。 
iSCSI /\-ドディスク接続ツールで接続し、口ーカルドライブとしてお使いください。 
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ホットスペア（ハードディスクが故障したとき自動的に 
スペアディスクに置換）を設定する 


RAID 5 モード（ハードディスク3台）や、 RAID 1モードで RAID 構築時に選択しなかったハードディスクは通常ディ 
スクとして使用できます。 

この通常ディスクをスペアディスクとして設定しておくことで 、 RAID 5、 RAID 1のハードディスクが故障した 
とき、自動でスペアディスクに置換して冗長性を保持することができます。 

設定手順は次のとおりです。 

NOTE : •通常ディスクからスペアディスク、スペアディスクから通常ディスクに設定を変更されたハードディス 
クのデータは全て削除されます。 

• 設定画面の表示手順は PJ 3をご参照ください。 

1 TeraStation の設定画面で、 [ 基本 ]-[ ディスクト [ RAID アレイ]をクリックします。 



RAID 5または RAID 1 に設定したアレイをクリックします。 


t スペアデイスクに設定]をクリックします。 


NOTE : スペアディスクに設定している場合、 [ 通常ディスクに設定]をクリックするとスペアディスクか 
ら通常ディスクに変更することができます。 

4 [ 通信の確認]画面が表示されます。 

60秒以内に確認番号欄に表示されている数字を正確に入力し、 [ 設定]をクリックします。 


5 以降は画面の指示にしたがって操作します。 


以上でホットスペアの設定が完了しました。 


ハードディスクが故障したときは 


ハードディスクが故障した場合、故障したハードディスクのステータスランプが赤色に点滅または点灯してい 
ます。 


故障したハードディスクは、別売の力ートリツジ付ハードディスク 0 P - HD シリーズと交換してください。 

ハードディスク交換手順、および RAID の再構築手順は、付属の「ハードディスク交換手順」をご参照ください。 
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Chapter 6 アクセス制限を設定する 


TeraStation は、 TeraStation 全体またはボリュームごとにユーザ名とパスワードを次の手順で設定することがで 
きます。アクセス制限を設定すると、 iSCSI /\-ドデイスク接続ツールで TeraStation に接続するときに、ユーザー 
名とパスワードの入力が求められるようになります。 

TeraStation 全体にアクセス制限を設定する 


NOTE : 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 



TeraStation の設定画面左にある [ iSCSI サービス]から [ 停止]をクリツ 
クします。 


2 



TeraStation の設定画面で、 [ 基本 ]-[ セキュリティ ー H アクセス制限（シ 
ステム全体）]をクリックします。 

[ アクセス制限 （ システム全体）]の [ 設定変更]をクリックします。 



1[使用する]をクリックします。 

2ユーザー名、/\°スワードを入力します。 

3 [保存]をクリックします。 


4 TeraStation の設定画面左にある [ iSCSI サービス]から [ 開始]をクリックします。 


NOTE : 相互認証によるアクセス制限 

通常のアクセス制限だけでなく相互認証によるアクセス制限を設定したいときは、次のように設定します。 
上記の画面で [ 相互認証 ] をチェックマークを表示させ、[パスワード （ 相互認証）]に任意のパスワードを 
設定します。 TeraStation と接続するときに表示される「ユーザー認証」画面で、[相互認証をおこなう] 
を選択して接続してください。再度、相互認証パスワードの入力画面が表示されます。設定したパスワー 
ドを入力してください。 


以上でアクセス制限の設定は完了です。 
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ボリュームごとにアクセス制限を設定する 

NOTE : 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 



TeraStation の設定画面左にある [ iSCSI サービス]から[停止]を 
クリックします。 



TeraStation の設定画面で [ iSCSI ボリューム HiSCSI ボリューム] 
をクリックします。 


3 

4 


接技状況 

ボ IJ ユーム名 

ディスク银埼 

アクセ 

〇传止中 

test999 

ディスク2 


〇传止中 

testlll 

ディスク1 



アクセス HK 

アクセス制限： ^使用する r 使用しない 「 fiSISil 

ユーザ ~ 名： I testtesttest 

バス W : . 

バスワード(相互 IS 証)： 

IP アドレス制限： r 使用する a 使用しない 

許 = IIP アドレス： 


アクセス制限を設定したいボリュームをクリックします。 


ユーザ名、/\°スワードでアクセス制限したいときは、 [ アクセス制限 ] の[使 
用する]を選択し、ユーザ名と/\°スワードを設定します。 

IP アドレスでアクセス制限したいときは、 [IP アドレス制限]の [ 使用する]を 
選択し、アクセスを許可する IP アドレスをカンマで区切って入力します。 

働192.168 .11.1,1 92.168 .11. 2 


5 顾の一番下 I 淑[保存]をクリックし sr 。 

6 TeraStation の設定画面左にある [ iSCSI サービス]から [ 開始]をクリックします。 


NOTE : •ユーザ名、パスワードによるアクセス制限の相互認証 

通常のアクセス制限だけでなく相互認証によるアクセス制限を設定したいときは、次のように設定します。 
上記の画面で[相互認証]をチェックマークを表示させ、[パスワード（相互認証)]に任意のパスワード 
を設定します。 TeraStation と接続するときに表示される「ユーザ認証」画面で、[相互認証をおこなう] 
を選択して接続してください。再度、相互認証パスワードの入力画面が表示されます。設定したパスワー 
ドを入力してください。 

•アクセス制限の変更を反映するためには、 iSCSI サービスを一度停止し、開始する必要があリ 
ます。 


以上でアクセス制限の設定は完了です。 
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Chapter 7 TeraStation のメンテナンスをする 


TeraStation の名称 （ ホスト名） • 時刻を設定する 


NOTE : 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 



TeraStation の設定画面左にある [ iSCSI サービス]から [ 停止]をクリック 
します。 


S* ネフ！•ワーク セ4ュ 1 •(テ1~ デ1■スク 



1 TeraStation の設定画面で、[基本 H 基本]をクリックします。 
2名漏定の [ 設定変更]衫リッ凡 St 。 


A 称： 


E 1 TeraStation 名称を入力します。 


2 [保存]をクリックします。 


NOTE : TeraStation の名称は、 UTF -8 換算で15 bytes まで入力できます。マルチバイト文字を使用するこ 
とはできません。 -( ハイフン）を使用することもできます。先頭文字に記号を使用することはでき 
ません。 



1 [ 時刻設定]をクリッ凡紋。 

2時刻離の [ 設定変更]於リツ凡 St 。 
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1 TeraStation の時刻を設定します。 

NOTE :[ 設定中の PC から時刻（またはタイムゾーン）を取得]をクリツ 
クすると、入力欄にパソコンの時刻 （ またはタイムゾーン）が 
入力されます。 


2 [保存]をクリックします。 


NOTE : TeraStation 内蔵の時計は長期間使用すると時間がずれることがあリます。また NTP サーバーを指 
定すれば、自動的に時刻を修正することもできます。 


NTP 機能について 

ネットワーク環境によっては NTP 機能が使用できない場合があります。 

デフォルトの NTP サーバー （ ntp . jst . mfeed . ad . jp ) は、インター ネッ トマルチ フィー ド株式会社のものです。 
詳しくは http :// www . jst . mfeed . ad . jp / を ご、 参照く ださい。 

本サービスのご利用につきましては禾|」用者ご自身の責任において行って頂くよう、お願いいたします。本サー 
ビスの利用、 停止、欠落及びそれらが原因となり発生した損失や損害については一切責任を負いません。 


※ NTP サーバーへのアクセスには、 DNS サーバーアドレスを設定することが必要な場合があります。 

6 TeraStation の設定画面左にある [ iSCSI サービス]から [ 開始]をクリックします。 

以上で TeraStation の名称、時刻の設定は完了です。 
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RAID メンテナンスを使用する 


RAID メンテナンスとは、 RAID 1、 5、10を構築しているアレイに対して、問題なく読み取りできるか、不良セ 
クターがないかをチェックし、問題があったときには自動的に修復する機能です。 

RAID 1、 5、10で TeraStation を使用しているときは、定期的に RAID メンテナンスを実行することをおすすめ 
します。 

NOTE : 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 





1 TeraStation の設定画面で、[基本 H ディスク HRAID メンテナンス]をクひン 
2 RAID メンテナンスの [ 設定変更]をクリックします。 


1[使用する]をクリックします。 

2 RAID メンテナンスを実行するスケジュールを選択します。 

3 [保存]をクリックします。 


NOTE :- [今すぐ実行]を選択した状態で[保存]をクリックすると、すぐに RAID メンテナンスが実行されます。 
• RAID メンテナンスの実行を中止したいときは 、 [RAID メンテナンスを中止する]をクリックしてくだ 
さい。 


以上で RAID メンテナンスの設定は完了です。 
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メール通知機能を使用する 


TeraStation の設定を変更したときや異常が発生したとき、指定のメールアドレスにメッセージを送信するよう設 
定することができます。 

NOTE : メール送信される内容は次のとおりです。 

• 指定した時刻にハードディスクの状態を送信 
• RAID 構成変更時のお知らせ • RAID エラー発生時の連絡 

• ファンの異常発生時の連絡 • ハードディスクリードエラー 

•ハードディスク交換警告 

設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 


1 TeraStation の設定画面で、[メンテナンス ]-[ メンテナンス]をクリツ 
クします。 


2 メール通知設定の [ 設定変更 ] をクリックします。 


1メール通知機能[使用する]をクリックします。 

2 SMTP サーバーアドレス、 SMTP ポート番号を入力します。 

NOTE:pop before smtp を使用しているときは、 POP 3 サーノ \'ー アドレス、 
POP 3 ポート番号を入力します。 

3ユーザー認証方式（使用しない /pop before smtp/login ( SMTP - AUTH ) 
/ cram - md 5 ( SMTP - AUTH )) を選択します。 

4 認証で使用するユーザー名を入力します。 

5認証で使用するパスワードを入力します。 

NOTE : パスワードに' （ シングルクオーテーシヨン）を使用することは 
できません。 

6保護された接続を使用する場合、その方式 ( SSL / TLS ) を選択します。 

7通知メールの件名を入力します。 

NOTE : 半角英数字にしてください。それ以外では文字化けすることがあリます。 

8送信先メールアドレスを入力します。最大5つのアドレスまで送信できます。 

NOTE : 誤ったメールアドレスを入力しないようこ'注意ください。 
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9 送信条件設定を選択します。 

HDD 状態定期報告 . 指定時刻にハードディスク状態を送信します。 

ファンに異常が発生した時 ...... ファンに異常が発生したときに送信します。 

ディスクに異常が発生した時 ...ハー ドディスクに異常が発生したときに送信します。 

システム通知 . システムの起動、シャットダウン時、 RAID 構成変更時に送信します。 


10 [保存]をクリックします。 

以上でメール通知機能の設定は完了です。 


NOTE : 送信されるメール例は次の通りです。 

こちらに掲載の内容は例です。実際のメールの内容とは異なることがあリます。 

•「HDD 状態定期報告」を選択した場合の定期報告されるメールの内容 
TeraStation Status Report : 定期報告：情報： 

[TeraStation 情報] 

TeraStation 名称: TS-xxxxx 
時刻： 2009/03/23 00:00:01 
IP アドレス：172.16 .37.62 
設定画面： http :// 172.16 .37.62 / 

連続稼動時間：13:51:57 


• 「ディスクに異常が発生した時」を選択した場合の定期報告されるメールの内容 
TeraStation Status Report:DISK エラー 通知：異常：ディスクマウント失敗 
DISK エラー 通知 
HDD で エラー が発生しました。 

エラー 発生ディスク：ディスク1 
ディスクがマウントできませんでした。 

• 「ファンに異常が発生した時」を選択した場合の定期報告されるメールの内容 
TeraStation Status Report:FAN エラー 通知：異常: FAN が停止しました。 

FAN エラー通知 
FAN が停止しました。 

内部温度が閾値を超えたため、シャツトダウンします。 

システム温度： 52[て] 


TeraStation IS 設定ガイド 


32 






UPS ( 無停電電源装置）と併用する 


別途 UPS を用意することで、停電時に TeraStation を自動でシャツトダウンしデータを保護できます。 UPS と併用 
するときは、必ず以下の設定をおこなってください。 

NOTE : 対応 UPS 製品名は、当社ホームページ ( buffalo . jp ) にてご確認ください。 

設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 

1 UPS の電源ヶーブルをコンセン K こ接続しま T 。 

2 TeraStation の AC ケーブルを UPS に接続します。 

3 UPS と TeraStation を USB ケーブルまたは専用ケーブルで接続します。 


NOTE:USB ケーブルをご使用の場合は、背面の USB コネクターへ接続してください。 

専用ケーブルをご使用の場合は、背面の UPS 専用ポートへ接続してください。 

4 UPS -> TeraStation の順に電源を ON にします。 

1 TeraStation の設定画面で、 [ メンテナンス]- [ 電源管理]をクリック 
します。 

2 UPS 連動設定の [ 設定変更 ] をクリックします。 


1各設定項目を設定します。 

NOTErUPS に直接接続した TeraStation では、 [ この TeraStation に接続 
された UPS と連動する]を選択してください。 

同ーネットワーク内の他の TeraStation の電源に連動させてシャッ 
トダウンさせたいときは、[ネットワーク上の他の TeraStation に 
接続された UPS と連動する]を選択します （ 連動元、連動先両方 
の TeraStation が最新のファームウェアである必要があります)。 

この場合、 [ 連動元 TeraStation IP アドレス]に連動元となる 
TeraStation の IP アドレスを入力してください。 

2 [保存]をクリックします。 

以上で UPS の設定は完了です。 


mait ping テスト 


萤源耷埋 




NOTE : • 停電など電源異常発生により TeraStation が自動シャットダウンした後に TeraStation の電源を ON に 
するときは、必ず電源異常から復旧したことを確認してから行ってください。復旧せずに UPS のバッテ 
リーで動作している状態のまま TeraStation の電源を ON にすると、指定時間経過しても自動シャット 
ダウンしません。 

•UPS リカバー機能を使用するに設定した場合、 UPS から TeraStation への電源供給が停止、再開した後、 
自動的に TeraStation を再起動します。 
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警告音を設定する 


TeraStation に異常があった際に警告音を鳴らすこともできます。 

NOTE : 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 

1 TeraStation の設定画面で、 [ メンテナンス H メンテナンス H 警告音設定]をクリック L ます。 

2 設定の[設定頸]をクリッ凡抗 

1警告音を鳴らす事項を温度超過、ディスク異常、フアン異常、 UPS 停 
電検知から選択します。 

2 [保存]をクリックします。 

以上で警告音の設定は完了です。 



表示パネルを設定する 


TeraStation に前面の液晶ディスプレイ、ランプの表示について設定します。 

NOTE : 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 

1 TeraStation の設定画面で、 [ メンテナンス H メンテナンス H 表示/\°ネ;レ設定]をクックし ST 。 
2表示パネ，レ設定の [ 誠変更]衫リックし抗 



1 LCD (表示項目、表示自動切替、バックライト）、 LED (輝度、輝度時 
刻連動）を設定します。 

2 [保存]をクリックします。 
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TeraStation の管理者ユーザー名 • パスワードを変更する 


NOTE : 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 

1 TeraStation の設定画面で、 [ 基本 ]-[ セキュリティー ]-[ 管理者設定]を 
クリックします。 

2管理者設定の [ 設定変更 ] をクリックします。 





1ユーザー名、パスワード、確認用パスワードを入力します。 
2 [保存]をクリックします。 


NOTE : パスワードは、 UTF -8 換算で20 bytes まで入力できます。マルチバイト文字を使用することはできません。 
-(ハイフン）、_(アンダーパー）、@、 U #、$、％、&、’、（、）、*'+、，、.、/、;(セミコロン）、く、>、=、？、[、]、 
A 、 し}、|(パイプ)、~(チルダ）を使用することもできます。先頭文字に記号を使用することはできません。 

以上で管理者ユーザー名•パスワードの設定は完了です。 
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TeraStation のハードディスクをフオーマツトする 


TeraStation の ハー ドディスク （ RAID アレイ）上のボリ ューム を全て削除したいとき、通常 モー ド使用時に新し 
い ハー ドディスクに交換したとき、 TeraStation の ハー ドディスクを暗号化状態にしたいときは、次の手順で 
フォー マットをしてください。 

ここでのフォーマットは、ファイルシステムを作成するものではありません。本べージに記載の手順を行った後、 
Windows の[ディスクの管理]より、領域の確保、フォーマットを別途行ってください。 

NOTE : • TeraStation のデータ、ボリュームに関する設定が全て消去されます。誤って実行しないようご注意くださ 
し、。フォーマットには数分かかります。 

• フォーマット中は TeraStation のボリュームを利用できません。 

• フォーマット中は TeraStation の電源スイッチを絶対に OFF にしないでください。 

• 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 


1 TeraStation の設定画面で、 [ 基本 ]-[ ディスク]をクリックします。 

2 フォーマット したいディスクを選択し、 [フォーマット] をクリック 
します。 


1フォーマット形式を選択します。 

NOTE : [暗号化]にチェックマークをつけると、ハードディスクが 

AES 1 28 bit で暗号化され、暗号化を設定した TeraStation 以外 
の機器に取リ付けても読み出すことができなくなリます。暗 
号化したハードディスクを元に戻したいときは、[暗号化]の 
チェックを外して再度フォーマットしてください。 

2 [フォーマット] をクリックします。 

3 [通信_忍]麵が表示され抗 

60秒以内に確認番号欄に表示されている数字を正確に入力し、 [ 設定]をクリックします。 

4 以降は麵餅旨示 m がって操此抗 

フォーマット中は、 TeraStation 前面の液晶ディスプレイに 「 Formatting 」 と表示されます。 

NOTE : フォーマットの所要時間はハードディスクの容量によって異なります （ 数分)。 

以上でハードディスクのフォーマットは完了です。 

NOTE : ハードディスク内のデータが完全に削除されていないために起こるデータの漏洩が心配な場合は、[メ 
ンテナンス]-[初期化]-[ディスク完全フォーマット HLink / TeraStation のディスク完全フォーマットを 
実行]をクリックしてください。 
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TeraStation のハードディスクを暗号化する 


TeraStation に内蔵されているハードディスクをフォーマットする際に、設定画面で[暗号化]を選択してフォー 
マットすると AES 128 bit で暗号化され、ハードディスクを本製品以外の機器に取り付けてもデータを読み出せ 
なくなります。暗号化したハードディスクを元に戻したいときは、 [ 暗号化 ] のチェックを外して再度フォーマッ 
卜してください。 

詳しくは前ぺージ 「 TeraStation のハードディスクをフォーマットする」をご参照ください。 

NOTE : 暗号化した RAID アレイ/ディスクに対するアクセスはパフオーマンスが低下します。 


TeraStation のハードディスクの取リ外し処理をする 


やむをえず TeraStation に内蔵されている故障していないハードディスクの取り外し処理を行うときは、次のよ 
うに行います。 

NOTE : • 通常は、故障していない内蔵ハードディスクは TeraStation から取リ外さないでください。 

• 設定画面の表示手順は P . 13をご参照ください。 


1 TeraStation の設定画面で、 [ 基本 ]-[ ディスク]をクリックします。 

2取リ外すディスクを選択し、 [ ディスクの取リ外し]をクリックしま 
す。 

2 [通信_忍]晒が表示され sr 。 

60秒以内に確認番号欄に表示されている数字を正確に入力し、 [ 設定]をクリックします。 

3 以降は画面の指示にしたがって操作します。 

以上で取り外し処理は完了です。 
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TeraStation のデータを完全消去する 


「削除」や「フォーマット」したハードディスク上のデータは、完全には消去されていません。お客様が、廃棄-譲渡- 
交換 • 修理等を行う際に、データを完全に消去したいときには次の操作を行ってください。 

NOTE : 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 


TeraStation の設定画面で、 [ メンテナンス ]-[ 初期化 ]-[ ディスク完全フォー 
マット]をクリックします。 


[ TeraStation のディスク完全フォーマツトを実行]をクリツクします。 



メンテプンス ® 通管理 unit Pino テスト 

初期化 




3 [通信娜認]晒が表示され ST 。 

60秒以内 I 〔確認潘号欏こ表示されている数字を正確に入力し、 [ 設定]をクリックします。 

4 以降は晒收旨示ル秘って操他紋。 

NOTE : • [ TeraStation のディスク完全フォーマットを実行]をクリックすると、 TeraStation 内のハードディスク 
のデータ領域を完全に消去します（ディスク消去終了後、自動的に TeraStation はシャットダウンしま 
す)。また、ディスク消去を行うと TeraStation は次の状態になります。 

TeraStation 内ハードディスク：通常モード 
TeraStation の全設定：出荷時状態 
ログ：全消去 

• TeraStation 内蔵のハードディスクを取り外した状態で、 [ TeraStation のディスク完全フォーマットを 
実行]をクリックすると、完全フォーマット完了後、前面の液晶ディスプレイに 「HDx Error E 22 HDx 
Can't Mount 」（ x は取り外したハードディスクの番号です）と表示されます。 TeraStation の動作には 
問題ありませんのでそのままお使いください。 
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設定を初期化する 


TeraStation の初期化スイッチ 

TeraStation の設定を出荷時に戻したいときは、 TeraStation 動作時（電源ランプ点灯）に付属の鍵で前面カバー 
をあけ、初期化スイッチを押してください。 

初期化スイッチをピッと音がするまで（約5秒間）押し続けると、本製品の設定内容が出荷時設定に変更されま 
す。 


く TS-IXL シリーズ〉 


前面カバーをあけ T から見た囡 



< TS-RIXL シリ_ズ> 




本体前面 

00000000013 If 0000000 OOC 


初期化スイ 


uuuuuuuuuLi jijl 000000000 [[ 



※前面カバーをあけた図です。 

TS-RIXL シリーズの初期化スイッチを押すには、クリップを伸ばしたものな 
どを差し込んで押してください。 


NOTE : •初期化スイッチでは、 IP アドレス、イーサネットフレームサイズ設定、管理者ユーザー名/パスワード、 
ポートトランキング機能（初期設定:無効)、 iSCS け\ー ドディスク接続ツールによる検出（初期設定:有効） 
が初期化されます。 TeraStation 設定画面で管理者ユーザー名/パスワードを初期化しない設定を行うと、 
管理者ユーザー名/パスワード以外の上記項目を初期化します。他項目の初期化は TeraStation 設定画 
面で初期化します。 【 P .40】 

• TeraStation の初期化スイッチを押しても管理者ユーザー名/パスワードを初期化させたくないときは、 
[メンテナンス]-[初期化]画面で、[管理者パスワードを初期化しない]を選択し、[設定]をクリック 
してください。 


初期化スイッチで管理者ユーザー名/パスワードを棚化しないよう設定した場合、パスワードを忘れると Ter ¬ 
aStation の設定ができなくなります。必ず書き留めて忘れないようにしてください。 
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設定画面で行う初期化 

TeraStation の設定画面では、初期化スイッチで行う初期化項目に加え、次の項目も初期化することができます。 

初期化される内容： 

TeraStation 名、 NTP 設定 、 RAID メンテナンス、本体初期化スイッチの設定、メール通知機能設定、 UPS 連動機 
能設定、管理者ユーザー名•パスワード、ネットワーク設定 （ IP アドレス、サブネットマスク等)、警告音、表 
示パネル、 RAID アレイ障害設定、管理者名、設置場所、言語設定、システムログ 

NOTE : 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 

1 TeraStation の設定画面で、 [ メンテナンス ]- [初期化]をクリッ 
クします。 

2 [ TeraStation の初期化を実行 ] をクリックします。 

NOTE : TeraStation の初期化スイッチを押しても管理者ユーザー名/パ 
スワードを初期化させたくないときは、[メンテナンス]-[初期 
化]画面で、 [ 設定変更]- [ 管理者ユーザー名/パスワードを初 
期化しない]を選択し、 [ 保存]をクリックしてください。 



2 [通信_忍]晒が表示され ST 。 

60秒以内に確認番号欄に表示されている数字を正確に入力し、 [ 設定]をクリックします。 
3 以降は画面の指示にしたがって操作します。 
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TeraStation の IP アドレスを変更する 


TeraStation と他のネットワーク製品の IP アドレスが競合している場合、 TeraStation の IP アドレスを変更しないと使 
用できません。 

TeraStation の IP アドレスの変更には、付属の iSCS け\_ドディスク接続ツールをお使いください。 

NOTE : • iSCSI /\- ドディスク接続ツールで変更できるのはパソコンと同じローカルエリア側に接続している 

LAN ポートのみです。違うローカルエリア側の LAN ポートを変更する場合は、 TeraStation の設定画面 
t ネットワーク]-[ネットワーク HIP アドレス設定]を設定してください。 

• 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 

TeraStation の設定画面左にある [iSCSI サービス]から [ 停止]をクリック 
します。 


2 [スタート]-[(すべての）プログラム]- [ BUFFALO ] - [iSCSm — ドディスク接続ツール]をクリックします。 

iSCSI /\-ドディスク接続ツールが起動します。 

3 [設定]- [ ip アドレスを変更する]をクリックします。 

※ TeraStation が2台以上接続されているときは、 [ 対象製品]から IP アドレスを変更したい TeraStation 
を選択してください。 



4 



※チェックを入れると IP アドレスを DHCP サーバーから再度自動的に割 
リ当てられるようにします。ネットワーク内に DHCP サーバーが無いと 
きは、この機能は使用できません。 

変更したい IP アドレス、サブネットマスク、デフオルトゲートウェイ 
を入力します。 


※ TeraStation の設定画面でパスワードを設定したときと同じパスワー 
ドをこちらへ入力しないと IP アドレスは変更できません。 

[0 K ] をクリックします。 


5 TeraStation の設定画面左にある [iSCSI サービス]から [ 開始]をクリックします。 


以上で IP アドレスの変更は完了です。 
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Jumbo Frame で転送するには 


Jumbo Frame で転送したいときは、 TeraStation 設定画面で[基本]-[ネットワーク ]-[ イーサネットフレー 
ムサイズ]-[設定変更]でイーサネットフレームサイズ （1 回で転送できるデータの最大サイズ）を Jumbo 
Frame (41 02/7422/9694 bytes ) に変更してください。 

設定を変更するには、 TeraStation 設定画面左にある [ iSCSI サービス]の[停止]をクリックして、 iSCSI サービス 
を停止する必要があります。設定変更後は [ iSCSI サービス]の [ 開始 ] をクリックして、 iSCSI サービスを開始し 
てください。 


NOTE : • Jumbo Frame (41 02/7422/9694 bytes ) を使用して 、 TeraStation にハブを接続する場合 、 Jumbo Frame 
非対応のスイッチングハブは使用しないでください。使用するとデータの転送ができなくなります。 


• Jumbo Frame (41 02/7422/9694 bytes ) を使用するには、パソコン ( LAN アダプター）および通信経路上 
の機器 （ スイッチングハブなど）が Jumbo Frame に対応している必要があリます。非対応の機器があつ 
たときは、通常 （151 8 bytes ) の転送が行われます。 


接続機器 対応 



対 (5 スイツ，ング八プ 


Jumbo 卜 rame 

対応パソコン 


〇 


Jumbo Frame 
(4102/7422/9694} で 
転送が行われます《 



jumbo Frame 
4102/7422/9694 lUli スイッチング八プ 


Jumbo Frame 
弈対 g n ソコン 



Jumtxi Fr；¥Tin Jurr.bo Frame 

4102/7422/9694 典対 g スイ ッ 7 ング八プ 味対 g パソコン 



Jumbo Frame 
4102/7422/9694 抑対 g スイッヂ : 


Jumbo 卜 rame 
ング八プ対吣バソコン 


A 

A 

X 


通常(1518}で 
転送が行われます。 


通常(1518)で 
転送が行われます。 


転送与ることはできません。 
ご注煮くださし、 


イラストは TS - IXL シリーズの例です。 


制限事項 

■ Jumbo Frame (4102/7422/9694 bytes ) を使用して、 TeraStation にスイッチングハブを接続する場合、 
Jumbo Frame 非対応のスイッチングハブは使用しないでください。 
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ポートトランキング機能を使用する 


2本の LAN ケープルを使用して二重に通信経路を確保することで LAN ポートを冗長化し、通信の信頼性を高め 
ることができます。 LAN ケープルの二重化により、片方のケープルが断線しても、 TeraStation へのアクセスが 
可能です。 

NOTE: ポートトランキング機能を使用するには、別途ハブまたはインテリジェントスイッチが必要です。 
TeraStation で設定できるポートトランキングのモードは次の通りです。 

無効：ポートトランキングを使用しません。 

Round-robin policy( ※ 1) : 

耐障害性と負荷バランシングに対するラウンドロビンポリシーで設定します。 

Active-oackup policy : 

耐障害性に対するアクティブバックアップポリシーで設定します。 

XOR policy( ※ 1) : 

耐障害性と負荷バランシングに対する XOR ( exclusive - or ) ポリシーで設定します。 

Broadcast policy : 

対障害性用のブロードキャストポリシーで設定します。 

Dynamic link agqregantion( ^ 2) : 

IEEE 802.3 ad ダイナミックリンク集合ポリシーで設定します。 

Adaptive transmit load balancing(TLB) : 

対障害性とロー ドバランシング用の送信口ードバランシング ( TLB ) ポリシーで 
設定します。 

※1 EtherChannel などのポートトランクをサボートするインテリジェントスイッチが別途必要です。あらか 
じめインテリジェントスイッチの LAN ポート2つをポートトランキング（ポートトランク）として設定し 
てください。設定手順はインテリジェントスイッチに付属のマニュアルをこ'参照ください。 

※之 IEEE 802.3 ad に対応したインテリジェントスイッチが別途必要です。あらかじめインテリジェントスイッ 
チの LACP(Link Aggregation Control Protocol ) 機能を有効に設定してください。設定手順はインテリジェ 
ントスイッチに付属のマニュアルをご参照ください。 


制限事項 

■ TeraStation の設定画面でポートトランキングを設定したときは、一度 TeraStation の電源スイッチで 
TeraStation を再起動してください。再起動を行わない場合、ネットワーク通信が不安定になることがあります。 

ポートトランキング機能の設定手順は次のとおりです。 

NOTE: 設定画面の表示手順は P .1 3をご参照ください。 

1/ \ブの LAN ポートと TeraStation の LAN ポート1を LAN ケープ;レで接続します。 

NOTE: • まだ TeraStation には2本目の LAN ケーブルは接続しないでください。 

• インテリジェントスイッチをお使いの場合、あらかじめポートトランキングに設定した LAN ポートに接続してく 
ださい。 



TeraStation の設定画面左にある [iSCSI サービス]から [ 停止]をクリック 
します。 
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K^DNStr-) f- 件レス： 192.1 SB .203.215 



TeraStation の設定画面で、 [ 基本 ]-[ ネットワーク ]-[ ポートトランキング]をクリツ 
クします。 


4 ポートトランキングの [ 設定変更]をクリックします。 



1ポートトランキングの設定項目を選択します。 
2 [保存]をクリックします。 


6 TeraStation の設定画面左にある [ iSCSI サービス]から [ 開始]をクリックします。 


7 / \ブの LAN ポートと TeraStation の LAN ポート2を2本目の LAN ケーブルで接続します。 

NOTE : インテリジェントスイッチをお使いの場合、あらかじめポートトランキングに設定した LAN ポートに接続じ T くだ 
さい。 

8 TeraStation 前面の電源スイッチを長押し（約3秒間）して電源を OFF にします。再度電源スイッチを押して 
TeraStation を起動します。 

以上でポートトランキングの設定は完了です。 

ファームウェアをアップデートする 


オンラインアップデート機能を使用する 

TeraStation がインターネットに接続されている状態で起動すると、最新のファームウエアでない場合、設定画 
面（ログインする画面）に「最新のファームウエアへアップデートすることができます」と表示されます。 

このようなときは、 TeraStation の設定画面[メンテナンス]-[メンテナンス]-[ファームウエアアップデート]で、 
[アップデート確認 ]— [アップデート実行]の順にクリックし、最新のファームウエアにアップデートしてく 
ださい。 

N 0 TE : アップデート通知（液晶ディスプレイの「152」、ログイン画面のメッセージ表示）をしたくないときは、 
[アップデート通知を無効にする]をクリックしてください。 

ダウンロー ドしたファイルからアップデートする 

当社ホームぺージ （ buffalo . jp ) のダウン ロー ドサービスにて、アップデートプログラムをダウン ロー ドしてくだ 
さい。 

ダウンロードしたファイルをダブルクリックすると、ファイルが解凍され自動的にアップデート方法を記載し 
た HTML ファイルが表示されます。 

以降は表示された HTML ファイルの指示にしたがってアップデートしてください。 
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Chapter 8 設定項目一覧 


設定画面から設定できる項目は次のとおリです。 

共通項目（画面左側の表示) 


共通項目（画面左側の表示） 

iSCSI サービス 

iSCSI サービスを停止するときは、[停止]をクリックします。 iSCSI サービスを開始すると 
きは、[開始]をクリックします。ボリュームの作成、拡張の操作は iSCSI サービスを停止 
してから行ってください。 

名称 

TeraStation の名称を表示します。 

ファームウエア 

TeraStation のファームウエアバージョン番号を表示します。 

IP アドレス 

TeraStation の LAN ポート1,2の IP アドレスが表示されます。 

設置場所 

[ 基本 ]-[ 管理情報]で入力した設置場所を表示します。 

管理者 

[ 基本 ]-[ 管理情報]で入力した管理者を表示します。 

クライアント情報 

ボリュームに接続しているクライアント情報を表示します。 

I'm Here ! 

クリックすると TeraStation からメロディーが鳴ります。 

再起動/シャツトダウン 

[電源管理]をクリックすると、[メンテナンス]-[電源管理]画面を表示します。 
TeraStation を再起動したいときは、[再起動]をクリックします。 TeraStation の電源を 
OFF にしたいときは、[シャットダウン]画面内の[シャットダウン]をクリックします。 

ログアウト（画面上部右側に表 
示） 

TeraStation の設定画面からログアウトします。 


iSCSI ボリューム 


iSCSI ボリューム 

iSCSI ボリューム 

iSCSI ボリューム 

[ボリュームの作成]をクリックするとボリューム追加画面になります。 

ボリューム名をクリックするとボリューム編集画面になります。 

ボリュームを選択して[ボリュームの削除]をクリックするとボリュームを削除します。 

[更新]をクリックするとボリュームの情報を更新します。 

ボリュームを選択して[有効化]をクリックすると、選択したボリュームの iSCSI サー 

ビスを有効にします。 

ボリュームを選択して[無効化]をクリックすると、選択したボリュームの iSCSI サー 

ビスを無効にします。 

NOTE : iSCSI ボリュームがパソコンから接続されていないにもかかわらず、 iSCSI ボリュー 
ム画面にて、パソコンの IP アドレスが表示されているような場合、 iSCSI ボリュー 
ムの有効化/無効化や LVM の有効化/無効化操作が正常に行えません。 
iSCSI ハードディスク接続ツールで「切り離し」および「登録解除」の操作を行わ 
ずにパソコンの電源を切ってしまつたり、パソコンをネットワークから切断する 
と上記の症状が発生することがあります。このようなときは、パソコンを起動し 
iSCSI ボリュームに iSCSI ハードディスク接続ツールで再度接続するか、一度 iSCSI 
サービスを停止した後に、 iSCSI ボリュームの有効化/無効化や LVM の有効化/ 
無効化操作を行ってください。 
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ボリューム名 

ボリュームの名称入力します。 

« UTF -8 換算で12 bytes まで入力できます。マルチバイト文字を使用することはできません。 
※半角英数文字、-(ハイフン）が使用できます。 

※先頭文字に数字や記号を使用することはできません。 


ボリュームの 
説明 

ボリュームの説明を入力します。 

« UTF -8 換算で75 bytes まで入力できます。 

※半角英数文字、マルチバイト文字、-(ハイフン)、_ (アンダーパ'—)、半角スペースが 
使用できます。 


ディスク領域 

ボリュームを作成するハードディスク領域を選択します。 

ボリュームの 
追加 

※ボリューム 
設定画面で 
[ボリュー 
ムの作成] 
をクリック 
すると表示 

サイズ 

ボリュームの容量（サイズ）を入力します。 

アクセス制限 

アクセス制限機能を使用するときは、[アクセス制限]の[使用する]をクリックします。 
ここで入力したユーザ名、パスワードが iSCSI ハードディスク接続ツールで接続するとき 
に入力を求められます。 

[パスワード （ 相互認証)]ではパスワードを設定したときは、接続時のユーザ認証画面で[相 
互認証をおこなう]を選択してください。再度相互認証パスワード入力画面が表示されま 
す。設定した相互認証パスワードを入力し接続してください。 

されます。 


1 P アドレスでアクセス制限したいときは、 [1 P アドレス制限]の[使用する]をクリックし 
てください。[許可 IP アドレス]に入力した IP アドレスからのアクセスのみ許可します。 

« IP アドレス制限の入カパラメータについて 

192.168 .11. 1,1 92.168.11.2 のように、 IP アドレスを全て入力し、 

複数ある場合はカンマで区切る方式となります。 

1つの場合は、192.168 .11.1 となります。 

何も入力しない場合は全 IP を許可します。 

何か入力されている場合はその IP だけ許可します。 


詳細設定（ボ 
リューム個別） 
» 

本項目はサボート対象外の設定項目です。 

設定を変更してボリュームに接続できなくなったときは、[デフォルトに戻す]をクリッ 
クして設定し直してください。 

LVM 

論理ボリュー 
ムマネー 
ジャー ( LVM ) 

ディスクを選択して [LVM 有効化]をクリックすると、選択したディスクの論理ボリュー 
ムマネージャー ( LVM ) を有効にします。 

ディスクを選択して [LVM 無効化]をクリックすると、選択したディスクの論理ボリュー 
ムマネージャー ( LVM ) を無効にします。 
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基本 


基本 

名称設定 

[設定変更] 
をクリック 
すると設定 
を変更でき 
ます。 

名称 

ネットワーク上で TeraStation を認識する名前を入力します。 

※ UTF -8 換算で15 bytes まで入力できます。マルチバイト文字を使用することはできません。 
※半角英数文字、-(ハイフン）を使用できます。 

※先頭文字に記号を使用することはできません。 

管理情報 

[設定変更] 
をクリック 
すると設定 
を変更でき 
ます。 

設置場所 

TeraStation の設置場所を入力します。 

※ UTF -8 換算で75 bytes まで入力できます。 

※半角英数文字、マルチバイト文字、-(ハイフン)、_ (アンダーパー)、半角スペースを使 
用ァ'キ丰才 

※先頭文字に半角スペースを使用することはできません。 

管理者 

TeraStation の管理者名を入力します。 

※ UTF -8 換算で75 bytes まで入力できます。 

※半角英数文字、マルチバイト文字、-(ハイフン)、_ (アンダーパー)、半角スペースを使 
用でキ本才 

※先頭文字に半角スペースを使用することはできません。 

時刻設定 
[設定変更] 
をクリック 
すると設定 
を変更でき 
ます。 

NTP 機能 

ネットワークを通じて時刻を修正する NTP 機能を使用する場合は、[使用する]を選択します。 
手動で時刻を設定する場合は[使用しない]をします。 

NTP サーバー 
ア ドレス 

NTP サーバーの DNS 名 ( FQDN ) または IP アドレスを入力します。 

入力例: ntp . jst . mfeed . ad.jp または192.168 .11. 123 

[ デフォルトの NTP サーバー ( ntp . jst . mfeed . ad . jp ) を使用する]を選択すると ntp . jst . mfeed . 
ad . jp を NTP サーバーとして指定します。 

NTP 更新頻度 

NTP サーパーにアクセスする（時間を調整する）タイミングを [1 日に1回]、 [1 週間に1回]、 
[3 時間に1回]、から選択します。 

※プロキシサーバー等を通して NTP サーバーへアクセスする場合、ネットワーク環境によつ 
てはプロキシサーバー外部の NTP サーバーへのアクセスが失敗することがあります。 

タイムゾーン 

タイムゾーンを指定します。 

※日本国内ではタイムゾーンを [( UTC +09:00) 大阪、札幌、東京]以外に設定を変更しないで 
ください。 

年月日 

年月日を表示します。数字を入力して年月日を変更できます。 

時刻 

時刻を表示します。数字を入力して時刻を変更できます。 

« [ 設定中の PC から時刻を取得 ] をクリックすると、パソコンの時計から時刻を取得します。 
※ TeraStation 内蔵の時計は長期間使用すると時間がずれることがあります。 NTP 機能で自 
動的に修正することをおすすめします。 

言語設定 
[設定変更] 
をクリック 
すると設定 
を変更でき 
ます。 

衣不目語 

使用する言語を選択します。 

※表示言語は、「日本語/」 apanese 」 でお使いください。本製品では、日本語以外の言語での 
使用はサポートしておりません。 
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ネッ トワーク 

IP アドレス識 

[設定変更]をクリックすると 
設定を変更できます。 

※ LAN ポート2に接続し 

DHCP 

ネットワーク内に DHCP サーパーがあるとき、 DHCP クライアント （IP 
アドレス自動割り当て）機能を利用できます。 

IP アドレス 

[ DHCP ] を「使用しない」に設定したときに IP アドレスを設定します。 

サブネットマ 
スク 

サブネットマスクを設定します。 

テフ オノ レト 
ゲートウェイ 

デフォルトゲートウェイが存在するとき、 IP アドレスで指定します。 

厂こ LAN ケフルはイ V 
ネット2で設定します。 

優先 DNS サー 

バーアドレス 

優先する DNS サーバーの IP アドレスで指定します。 

代替 DNS サー 
バーアドレス 

代替の DNS サーパーの IP アドレスを指定します。 

イ_サネットフレームサイズ 

[設定変更]をクリックすると 
設定を変更できます。 

※ LAN ポート2に接続した 
LAN ケーブルはイーサネッ 
卜2で設定します。 

イーサネット 
フレームサイ 
ズ 

一回で転送できるデータの最大サイズを変更して転送効率を向上させる 
ことができます。 

•1518 バイト（デフオルト）出荷時には1518 bytes に設定されています。 

• 4102バイト (Jumbo Frame ) 4102 bytes で転送を行います。 

• 7422バイト (Jumbo Frame ) 7422 bytes で転送を行います。 

• 9694バイト (Jumbo Frame ) 9694 bytes で転送を行います。 

ポートトランキング 

[設定変更]をクリックすると 
設定を変更できます。 

ポートトラン 
キング 

TeraStation に LAN ケーブル2本接続してポートトランキングとして使用 
するときに設定します。選択できる項目は次のとおりです。 

無効：ポートトランキングを使用しません。 

Round-robin policy : 

耐障害性と負荷バランシングに対するラウンドロビンポリシーで設定 
します。 

Active-backup policy : 

耐障害性に対するアクティブバックアップポリシーで設定します。 

XOR policy : 

耐障害性と負荷バランシングに対する XOR ( exclusive - or ) ポリシーで設 
定します。 

Broadcast policv : 

対障害性用のブロードキャストポリシーで設定します。 

Dynamic link aggreqantion : 

IEEE 802.3 ad ダイナミックリンク集合ポリシーで設定します。 

Adaptive transmit load balancina ( TLB ) : 

対障害性と口ードバランシング用の送信口ードバランシング （ TLB ) ポリ 
シーで 
設定します。 
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セキュリティー 

管理者設定 

[設定変更]をクリックすると 
設定を変更できます。 

ユーザー名 

管理者のユーザー名を設定します。 

※ UTF-8 換算で20 bytes まで入力できます。マルチバイト文字を使用す 
ることはできません。 

※半角英数文字、-(ハイフン）が使用できます。 

※先頭文字に記号を使用することはできません。 

パスワード 

管理者のパスワードを設定します。 

※ UTF-8 換算で20 bytes まで入力できます。マルチバイト文字を使用す 
ることはできません。 

※半角英数文字、 -( ハイフン)、_(アンダーパー)、 @、 !、#、$、％、&、，、（、）、 

*、+ . /、 ； （セミコロン）、 く、〉、 =、？、し]、八、し}、|(パイプ)、 

~(チルダ）を使用することが使用できます。 

※先頭文字に記号を使用することはできません。 

確認用パス 
ワード 

確認用に管理者のパスワードを入力します。 

アクセス制限（システム全体） 
[設定変更]をクリックすると 
設定を変更できます。 

アクセス制限 
機能 

TeraStation 全体にアクセス制限機能を使用するか選択します。アクセス 
制限機能を使用すると、 iSCSI ハードディスク接続ツールで接続するとき、 
ユーザ名とパスワードの入力が求められます。 

相互認証 

相互認証を行うときに設定します。 

ユーザ名 

アクセス制限で使用するユーザ名を入力します。 

パスワード 

アクセス制限で使用するパスワードを入力します。 

パスワード（相 
互認証） 

相互認証用のパスワードを設定します。 

iSCSI /\-ドディスク接続 
ツール 

[設定変更]をクリックすると 
設定を変更できます。 

iSCSI ハード 
ディスク接続 
ツール 

iSCSI /\-ドディスク接続ツールの検索で応答するかしないかを設 
定します。[応答しない]を選択すると iSCSI ハードディスク接続 
ツ_1 レで操作することができなくなります。 
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ディスク 

ディスク 

ディスクフオー 
マット 

TeraStation のハードディスク （ RAID アレイ）上のボリュームを全て削除したいとき、 
通常モード使用時に新しいハードディスクに交換したとき、 TeraStation のハードディ 
スクを暗号化状態にしたいときは、次の手順でフォーマットをしてください。 

ここでのフォーマットは、ファイルシステムを作成するものではありません。 
TeraStation の設定画面よりフォーマットを行った後、 Windows の[ディスクの管理] 
より、領域の確保、フォーマットを別途行ってください。 

[0 音号化]にチェックマークをつけると、ハードディスクが AES 1 28 bit で暗号化され、 

0音号化を設定した TeraStation 以外の機器に取り付けても読み出すことができなくなリ 
ます。暗号化したハードディスクを元に戻したいときは、[暗号化]のチェックを外し 
て再度フォーマットしてください。 

ディスク 

ディスクの取り外し 

TeraStation 内蔵のハードディスクを取り外す際に、ハードディスクを選択し[ディス 
クの取り外し]をクリックすると、ハードディスクの取り外せる状態に移行します。 

ディスクの再認識 

取り外し処理を行ったハードディスクを物理的に取り外して別のハードディスクに交 
換した後、 TeraStation 本体の再起動することなく認識させたいときにクリックします。 

RAID アレイ 

RAID アレイ 

RAID アレイ画面で名称をクリックすると表示されます。 

RAID をまだ設定していないときは、 [ RAID 5]、[ RAID 1]、[ RAID 10]、[ RAID 0] から選択で 
きます。どれも選択しない場合、通常モード （4 つのハードディスク）として使用され 
ます。 

構成ディスク： 

RAID を構成しているハードディスクを表示しています。 RAID を設定するときは、使 
用するハードディスクをチェックし、 RAID モードを選択して [ RAID アレイの作成]を 
クリックします。 

• RAID 1 を設定（構築）するときは、使用するディスク2台をクリックしチェックマー 
クをつけます。 

• RAID 10、 RAID 0 を設定（構築）するときは、全てのディスクをクリックしチェックマ_ 
クをつけます。 

• RAID 5 を設定（構築）するときは、全てまたは3台のディスクをクリックしチェッ 
クマークをつけます。 

• RAID 構成を削除するときは、 [ RAID アレイの削除]をクリックします。 

※ RAID の設定を変更 • 削除するとハードディスク内のデータも削除されます。大切 
なデータは必ずバックアップをとってから行ってください。 

※ RAID 5( ハードディスク3台）または RAID 1 を構築したときに、通常モードのハー 
ドディスクがある場合、[スペアディスクに設定]をクリックするとスペアディス 
クに設定できます。既にスペアディスクに設定されているときは [ 通常ディスクに 
設定]をクリックすると通常モードのハードディスクになります。 

障害発生時のシャットダウン： 

RAID アレイに エラー が発生したとき、データを保護するため自動的にシャットダウン 
します （ RAID 1、 5、10で使用しているときのみの機能です。通常モード、 RAID 0 では 
機能しません)。初期設定では、「行う」に設定されています。 

障害発生後、初回起動時の iSCSI サービス： 

障害発生後、初回起動時に iSCSI サービスを使用する/使用しないに設定します。 
初期設定では、「使用する」に設定されています。 

RAID アレイチェック速度は、次から選択できます。 

高：ハードディスク1台あたり1 TB の製品でおよそ10時間 
中：ハードディスク1台あたり1 TB の製品でおよそ20時間 
低：ハードディスク1台あたり1 TB の製品でおよそ100時間 
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RAID メンテ RAID メンテナンスとは、 RAID1、5、10 を構築しているハードディスクのデータ領域に対して、 
ナンス 全セクター読込チェックを行う機能です。 

チェック中に発見した修復できるエラー※（不良セクター）は、自動修復します。 

また、通常のファイル操作で発見された修復できるエラー※については、 RAID メンテナンス 
機能を使用する、しないにかかわらず自動的に修復します。 


RAID メンテ 
ナンス 

[設定変更] 
をクリックす 
ると設定を変 
更できます。 


状態 

説明 

修復できるエラー※ 

•RAID1、 5、10で構成されているデータ領域中のリードエラー 
(システム領域 RAID1 を含む） 

修復できないエラー 

• 書き込みエラー 
• RAID 管理領域のエラー 
• ドライブパーテイシヨン情報領域のエラー 
• ドライブ識別不良など 


RAID を構築するハードディスクの一つに、修復できるエラー※（不良クラスター）が多く検 
出された場合、該当ディスクを除いた状態で、縮退（デグレード）モードに自動的に移行します。 
デグレードモードでは、データの保護状態ではないため、早急なエラーハードディスクの交 
換を強くお薦めします。 

RAID メンテナンス機能を初めて実行する場合は、あらかじめ TeraStation 内のデータのバッ 
クアツプを強くおすすめします。 

RAID メンテナンス： 

RAID メンテナンスを使用するかしないか設定します。 


実行スケジュール： 

RAID メンテナンスを実行するスケジュールを選択します。 

•毎週[日-土]曜日 •毎月1日 

•第1[日-土]曜日 •第2 [日-土]曜日 

•第3 [日-土]曜日 .第4 [日-土]曜日 

•第1、3 [日-土]曜日 •第2、4 [日-土]曜日 

[今すぐ実行]を選択して、[保存]をクリックするとすぐに実行できます。 


開始時刻： 

RAID メンテナンス機能を開始する時刻 （0 〜23時）を選択します。 

※ RAID メンテナンス機能実行を中止したいときは、 [RAID メンテナンスを中止する]をクリツ 
クしてください。 
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メンテナンス 


メンテナンス 

メ ーノ瞒口設定 

[設定変更]を 
クリックする 
と設定を変更 
できます。 

[テストメール 
送信]をクリッ 
クすると設定 
されたメール 
アドレスへテ 
ストメ ルを 
送信します。 

メール通知機能 

メ ル通知機能を使用するか選択します。 

SMTP サーバー 
アドレス 

SMTP サーバーアドレス（メールサーバーアドレス）を入力します。 

SMTP ポート番号 

SMTP ポート番号を入力します。 

※指定のない場合は標準のポート番号 （25) が使用されます。また、ユーザー認証 
方式を「使用しない」や 「pop before smtp」 に設定した場合は、この欄に入力し 
た番号にかかわらず、標準のポート番号 （25) が使用されます。 

ューザー SS 証方式 

ユーザー認証方式を 、 「POP before SMTP」「LOGIN(SMTP-AUTH)」「CRAM- 
MD5(SMTP-AUTH/CRAM-MD5)J から選択します。 

POP 3 サーバー 
アドレス 

POP3 サーバーアドレス（メールサーバーアドレス）を入力します。 

POP3 ポート番号 

POP3 ポート番号を入力します。 

※指定のない場合は、標準ポート（110)が使用されます。 

SSL/TLS 

ユーザー認証方式に 「LOGIN(SMTP-AUTH)」「CRAM-MD5(SMTP-AUTH/CRAM-MD5)」 
を選択した際に、 「SSL」「TLS」 のどちらを用いるか指定します。 

ユーザー名 

認証で使用するユーザー名を入力します。 

パスワード 

認証で使用するパスワードを入力します。 

通知メール件名 

送信するメールの件名を指定します。 

※半角文字にしてください。マルチバイト文字を使うと文字化けすることがあります。 

送信先メール 
アドレス 

送信先メールアドレスを入力し、[追加]をクリックします。 

※最大5つのメールアドレスを送信先として登録できます。 

レホート 

メール通知で送信する内容を選択します。 

• HDD 状態定期報告 

[HDD 状態送信時刻]で設定した時刻に TeraStation のハードディスク状態を送信し 
ます 

• フアンに異常が発生した時 

TeraStation のフアンに異常が発生した時に送信します。 

• ディスクに異常が発生した時 

TeraStation のハードディスクに異常が発生した時に送信します。 

• システム通知 

システムの起動、シャットダウン時、 RAID 構成変更時に送信します。 

システムログ 

[設定変更]を 
クリックする 
と設定を変更 
できます。 

システムログ 

ログ情報転送[使用する]を選択し[保存]をクリックするとシステムログを転送す 
ることができます。 

syslog サーバーの IP アドレスを入力し、ログを転送することもできます。 

警告音設定 

[設定変更]を 
クリックする 
と設定を変更 
できます。 

警告音条件設定 

[温度が超過した時]、[ディスクに異常が発生した時]、[フアンに異常が発生した時]、 
[UPS 電源異常を検知した時]から警告音を鳴らす条件を選択します。 
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表示パネル設定 

[設定変更]を 
クリックすると 
設定を変更でき 
ます。 

LCD 表示項目設定 

TeraStation 前面の液晶ディスプレイ表示させる項目を[ホスト名パ P アドレス]、 
[ディスクモード]、[時刻]から選択します。 

LCD 表示自動切替 

液晶ディスプレイに表示させている項目を自動的に切り替えるかどうかを設定しま 
す。 

LCD バックライト 
設定 

液晶ディスプレイのバックライトの明るさを5段階調整します。 

LED 輝度設定（通 
常時） 

TeraStation 前面の LED ランプの明るさを5段階調整します。 

LED 輝度時刻連動 
設定 

LED の輝度を時刻と連動して可変させる機能を使用するか選択します。例えば、昼 
間と夜間で別の輝度に設定することができます。 

LED 輝度設定（減 
光時） 

減光時の LED ランプの明るさを4段階調整します。 

LED 輝度減光時刻 

LED 輝度を減光設定にする時刻 （0 〜23時）を設定します。1時間刻みの00分ご 
とに設定できます。 

LED 輝度通常時刻 

LED 輝度を通常設定に戻す時刻 （0 〜23時）を設定します。1時間刻みの00分ご 
とに設定できます。 

ファームウェアアップデート 

[アップデート確認]をクリックすると最新のファームウェアのバージョンを確認し 
ます。お使いのファームウェアが最新でない場合、[アップデート実行]をクリック 
すると、ファームウェアをアップデートします。 

[アップデート通知を無効にする]をクリックするとアップデート通知 （ 液晶ディス 
プレイの「152」、ログイン画面のメッセージ表示）を表示しないようにします。 


電源管理 

UPS 連動機能 
設定 

[設定変更]を 
クリックする 
と設定を変更 
できます。 

UPS 連動機能 

この TeraStation に接続された UPS と連動する： UPS に直接接続した TeraStation で 
UPS に電源を連動させたいときに選択します。 

ネットワーク上の他の TeraStation に接続された UPS と連動する：同ーネットワーク 
内の他の TeraStation の電源に連動させてシャットダウンさせたいときに選択します。 
連動しない： UPS 連動機能を使用しないときに選択します。 

連動元 TeraStation 
IP アドレス 

UPS 連動機能で「ネットワーク上の他の TeraStation に接続された UPS と連動する」 
を選択した場合、連動元の TeraStation の IP アドレスを入力します。 

UPS 接続方式 

UPS の接続方式を選択します。 

※ [USB 接続/ APC 製（またはオムロン製)]は、 APC 製 USB 接続 UPS を接続してい 
る状態でしか設定できません。 

※接続する UPS の型番/ケーブルによって選択する項目は異なります。詳しくは当 
社ホームぺージ (buffalo.jp) をご参照ください。 

電源異常時の 
TeraStation シャツ 
トダゥン条件 

• 電源異常が何分続いたらシャットダウンするか設定できます。 

• UPS から "Battery Low" を検出した場合にシャットダウンするよう設定できます。 

※ Battery Low によるシャットダウンは USB 接続 UPS 使用時のみ利用できます。 

• 電源異常を検出しても警告のみでシャットダウンしないように設定できます。 
※この場合、 iSCSI 接続数が0になったらシャットダウンするよう設定することもで 
きます。 

TeraStation シ ヤツ 
トダウン後の UPS 
動作 

TeraStation のシャットダウン後、 UPS をシャットダウンするかを設定します。 

UPS リカパ'- 

UPS への AC 電源供給復旧後、自動的に TeraStation を再起動します。 

再起動 

再起動 

[再起動]をクリックすると TeraStation が再起動されます。 

※データの破損を防ぐため、シャットダウン前に作業中のデータがないことを確認 
してください。 

シャツトダウン 

シャットダウン 

[シャットダウン]をクリックして TeraStation の電源を切ることができます。 

※設定画面から TeraStation の電源を ON にすることはできません。電源を ON にす 
るときは、 TeraStation の電源スイッチを押してください。 

※データの破損を防ぐため、シャットダウン前に作業中のデータがないことを確認 
してください。 
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初期化 

初期化 

初期化 

[ TeraStation の初期化を実行]をクリックすると、次の設定が初期化されます。 
TeraStation 名、 NTP 設定 、 RAID メンテナンス、本体初期化スイッチの設定、メール通 
知機能設定、 UPS 連動機能設定、管理者ユーザー名•パスワード、ネットワーク設定 (IP 
アドレス、サブネットマスク等)、警告音、表示パネル、 RAID アレイ障害設定、管理者名、 
設置場所、言語設定、システムログ 

[設定変更]をクリックすると、初期化操作（前面カバーをあけた中にある初期化スイッ 
チを約5秒押し続ける）を行った際に、 TeraStation 管理者のパスワードも初期化するか 
しないかを選択します。 

※[管理者ユーザー名 • パスワードを初期化しない]を選択した場合、パスワードを忘 
れると TeraStation の設定ができなくなります。必ずパスワードは忘れないように書 
き留めておいてください。 

ディスク完全 
フォーマット 

ディスク完全 
フォーマット 

[ TeraStation のディスク完全 フォー マツトを実行]をクリックすると、 TeraStation の ハー 
ドディスク内のデータを完全に消去します。 

※消去したデータを復旧することはできません。 

※消去実行中は TeraStation の設定を変更することはできません。 


Pinq ァ乂卜 

Ping テスト 

Ping 7 ■スト 

[対象 ip アドレス]に夕ーゲットの ip アドレスを入力し、[実行]をクリックします。 [ 結果] 
にレスポンスの結果が表示されます。 


状態表示 


システム 

システム 

システム情報 

名称、シリーズ名、ファームウエア、時刻設定、タイムゾーン、 NTP 、 メール通知設定、 
ファンの状態等を表示します。 

ネットワーク 

ネットワーク 

ネットワーク情報 

IP アドレス、サブネットマスク、イーサネットフレームサイズ、優先 DNS サーバーア 
ドレス、代替 DNS サーバーアドレス、デフオルトゲートウエイ、ポートトランキング 
等を表示します。 

接続履歴 

接続履歴 

接続履歴 

各ボリュームへ接続した日時、状態、ボリューム名、イニシエーター名の履歴を表示 
します。 
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付録 


出荷時設定 


TeraStation は出荷時に以下のように初期設定されています。 

#管理者ユーザー名： admin 
•パスワード： password 

• DHCP クライアント 

DHCP サーバーがネットヮーク内にある場合は自動取得します。 

DHCP サーバーがネットヮーク内に無い場合は、次のように自動設定されます。 

IP アドレス：169.254 . xxx . xxx(xxx は TeraStation 起動時に任意の数値が割り当てられます。） 
ネットマスク： 255.255 .0.0 

•イーサネットフレームサイズ：1518 bytes 

• NTP 機能：使用する 

參 RAID モード： RAID 5モード（ハードディスク4台） 


NOTE : 出荷時設定に戻すときは、 P .39 「設定を初期化する」を参照ください。 
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用語集 


DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) サー 
バ_ 

DHCP サーバーはネットワークに関連した情報 （IP 
アドレス、デフオルト•ルーターの IP アドレス、ド 
メイン名など）を管理します。 DHCP クライアント 
が起動すると、自動的に IP アドレスなどの情報を割 
リ振リます。 DHCP サーバーがネットワーク上に存 
在すると、ネツトワーク上のパソコンや TeraStation 
に、 IP アドレスなどを手動で設定する必要がなくな 
ります。 

IP アドレス 

TCP/IP プロトコルによるネットワークで使用される 
アドレスです。各コンピュータの住所を示す整理番 
号のようなものです。ネットワーク機器の IP アドレ 
スが重複していると正常に認識されません。 

iSCSI(lnternet Small Computer System Interface) 

SCSI で使用されているプロトコルを IP ネットワー 
クで利用できるようにした通信プロトコルです。 
Gigabit Ethenet を用いればネットワークに接続され 
ているストレージ機器を高速で使用できます。 

Jumbo Frame 

—回で転送できる LAN 上のデータサイズを従来の 
1518 bytes から Jumbo Frame (4102/7422/9694 
bvtes) に拡張します。 


NTP (Network Time Protocol) 

ネットワークを通じて時刻修正を行うプロトコルで 
す。定期的に NTP サーバーの時刻と同期させて修正 
を行います。 

RAID (Redundant Arrays of Inexpensive Disks) 

複数のハードディスクを用いてアクセスを分散させ 
ることにより、大容量で信頼性の高い記憶装置を実 
現するための技術です。 RAID はその機能によって、 
いくつかのレベルに分けることができます。代表的 
なレベルとして RAID1 や RAID 5などがあります。 

TCP/IP (Transmission Control Protocol / Internet 
Protocol) 

ネットワークを構築する際のプロトコル（通信規約） 
の一つ。 TCP プロトコル（データ分割および誤リ検 
出）と IP プロトコル（宛先や発信元 IP アドレスの 
付与）を組み合わせたものです。 

UPS (Uninterruptible Power Supply) 

無停電電源装置です。バックアップ用の電池を内部 
に持ち、停電時でもシステムを数分間稼働させてシ 
ステムを安全にシャツトダウンできるようにする装 
置です。 


MAC (Media Access Control address ) アドレス 

ネットワークカードごとの固有の物理ァドレスです。 
先頭からの3 bytes のベンダコード（メーカーの ID) 
と、残り3 bytes のユーザコードの6 bytes で構成 
されます。 Ethernet ではこのアドレスを元にフレー 
ムの送受信を行います。 
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ゲートウェイ 

ネットワークとネットワークを結ぶ機器•パソコン • 
ソフトウェアです。バケットが LAN の外に出て行く 
ときに通過します。 

サブネットマスク 

IP アドレスを、ネットワークアドレス番号とホスト 
アドレス番号に分けるための値です。ルータがパ 
ケットを送受信するために用います。 

デグレード 

RAID 1、 5、10を構成しているドライプが、障害や 
欠落している状態です。データの完全性は保たれて 
いますが、以後に発生したエラーを修復することが 
できず、全データの消失にもつながります。非常に 
危険な状態ですので、すみやかにエラーのあるハー 
ドディスクを交換することをおすすめします。 

ファイアウォール 

ネットワークへ外部から侵入されるのを防ぐ機能で 
す 。 Windows XP 以降の OS や一部のウィルス対策 
ソフトウ ェア （トレンドマイクロ社ウィルスバスター 
など）に付属しています。 

ポートトランキング 

複数のケーブルで接続し、1つの回線に障害が発生 
しても他の回線を利用し通信を続ける機能です。 

ホットスペア 

ハードディスクが故障したとき自動でスペアディス 
クに置換する機能のことです。 

ホットスワップ 

本体の電源が ON の状態で部品を抜き差しすること 
です。 
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